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壁
の
無
断
変
更
が
発
覚

（
議
会
だ
よ
り
第
８
号
参
照
）

し
た
そ
の
後
、「
N
H
K 

の
ど
自
慢
」
が
９
月
に
開
催

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
手
直
し

工
事
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
当
初
、
手
直
し
工
事
は

壊
れ
た
壁
の
上
か
ら
補
強

す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
議
会

か
ら
壁
下
地
の
施
工
は
大

丈
夫
な
の
か
と
い
う
指
摘
を

し
た
。

　
手
直
し
に
当
た
り
、
第

三
者
の
設
計
士
に
入
っ
て
も

ら
っ
た
が
、
そ
の
設
計
士
も

壁
の
下
地
は
十
分
に
精
査
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

事
で
、
施
工
者
に
対
し
、
工

事
関
係
書
類
の
提
出
を
求

め
た
。

　
し
か
し
、
施
工
者
側
か

ら
十
分
な
書
類
が
提
出

さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら

破
壊
検
査
を
行
う
こ
と
と

な
っ
た
。

　
議
員
立
会
い
の
も
と
、
破

壊
検
査
を
し
た
結
果
、
下

地
は
議
員
が
引
っ
張
る
と
コ

ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
離
れ
る
ほ

ど
の
強
度
し
か
な
く
、
他
に

も
図
面
と
違
う
点
が
多
々

存
在
し
て
い
た
。

（
下
記
参
照
↓
）

　
こ
の
事
態
を
受
け
、
議

会
と
し
て
は
、
新
し
く
「
Ｐ

Ｆ
Ｉ
事
件
特
別
委
員
会
」

を
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
そ
し
て
、第
１
回
目
に
は
、

参
考
人
と
し
て
、
工
事
施

工
監
理
者
で
あ
る
「
山
下

設
計
」、　
第
２
回
目
に
は
、

契
約
の
相
手
方
で
あ
る
「
ま

ん
で
が
ん
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
」

の
総
括
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
業

務
担
当
者
の
正
副
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
招
致
し
、
事
実
関

係
の
確
認
を
お
こ
な
っ
た
。

（
両
者
の
関
係
は
、
下
図
の

事
業
形
態
を
参
照
）

　
山
下
設
計
、
ま
ん
で
が
ん

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
の
話
に
よ
る

と
、
ど
ち
ら
も
壁
が
９
㎜

シ
ナ
合
板
か
ら
６
㎜
ケ
イ

カ
ル
板
に
変
更
さ
れ
た
の

を
知
っ
た
の
は
、
壁
が
破

損
し
た
４
月
10
日
以
降
だ

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
山
下
設
計
は
、
工
事
施

工
監
理
者
で
あ
り
、
総
括
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
業
務
は
、
町

の
要
求
に
従
っ
て
仕
事
を
進

め
る
た
め
の
役
割
を
担
って
い

た
だ
け
に
、
壁
の
変
更
を
知

ら
な
か
っ
た
と
い
う
の
を
聞
い

て
、
議
会
と
し
て
は
驚
く

ば
か
り
だ
。

　
今
後
、
専
門
家
に
よ
る

第
三
者
委
員
会
を
作
り
、

現
在
の
建
物
が
町
の
要
求
ど

う
り
に
建
設
さ
れ
、
町
民

が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
の

か
を
調
査
し
て
い
く
。

　
そ
し
て
、
調
査
の
結
果
を

受
け
て
、
手
直
し
や
損
害

賠
償
、
今
後
の
維
持
管
理

の
契
約
を
ど
う
し
て
行
く

の
か
を
検
討
し
て
い
く
。

※

一
般
質
問
で
も
議
員
か
ら

関
連
質
問
が
出
て
い
ま

す
。（
Ｐ
13
〜
）

さ ら に 発 覚壁 を 壊 し て

破
壊
検
査
で

分
か
っ
た
事
　

・
型
枠
を
固
定
す
る
鉄

筋
の
防
錆
が
で
き
て

い
な
い
。（
写
真
①
）

・
壁
下
地
が
軽
量
鉄
骨

に
止
ま
っ
て
い
な
い

し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁

に
留
め
て
い
る
釘
の
数

も
少
な
い
。（
写
真
②
）

・
ス
テ
ー
ジ
壁
の
軽
量

鉄
骨
の
本
数
が
、
図

面
の
３
分
の
２
し
か

な
い
。

・
図
面
よ
り
性
能
の
劣

る
耐
火
ボ
ー
ド
が
使

用
さ
れ
て
い
た
。

・
ス
テ
ー
ジ
の
壁
を
主

鉄
骨
に
固
定
す
る
部

分
が
少
な
い
。

やり直し時のステージ部分の壁

議員立会いのもと行われた壁の破壊検査

 錆びたセパ穴の鉄筋（写真①）手直しした下地（写真②）

「
ま
ん
で
が
ん

　パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
」

（
特
別
目
的
会
社
）

代
表
企
業
・
大
成
建
設

設計：大成建設・シーラカンス設計

監理：山下設計・シーラカンス設計

建設：大成建設

維持管理：大成有楽・ミズノ　等

ま
ん
の
う
町

契  約契  約

事 業 形 態
特別委員会の会議の様子

※
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
と
は

民
間
の
専
門
的
な
知

識
、
技
術
を
使
い
、

長
期
契
約
を
す
る
事

で
、
従
来
よ
り
も
よ

り
良
い
も
の
が
で
き

る
と
さ
れ
る
手
法
。
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Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
予
算
執
行
に

問
題
あ
り

　
平
成
24
年
度
一
般
会
計
の

決
算
を
議
会
で
審
査
し
、

そ
の
結
果
、
不
認
定
と
な

り
ま
し
た
。

　
不
認
定
に
な
っ
た
理
由
が

討
論
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ

の
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

  
討
　 論

【
賛
成
】
関
議
員

　
決
算
を
不
認
定
に
す
る

こ
と
は
、
町
長
に
不
信
任
を

突
き
つ
け
る
こ
と
に
値
す
る

大
き
な
問
題
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
全
体
を
み

て
賛
成
と
し
ま
す
。

【
反
対
】
本
屋
敷
議
員

 

　
決
算
は
、
決
ま
り
と
し

て
一
部
で
も
認
定
で
き
な
け

れ
ば
全
て
に
お
い
て
不
認
定

と
な
る
。

　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
支
払
い
を

し
た
５
月
の
時
点
に
お
い
て
、

仕
事
の
精
査
が
で
き
て
お
ら

ず
、
今
後
減
額
が
生
じ
た

場
合
に
は
、
払
い
戻
し
を
請

求
で
き
る
と
い
う
が
、
町
長

は
口
約
束
し
か
し
て
い
な
い
。

　
ま
た
、
そ
れ
よ
り
後
に
、

体
育
館
の
内
壁
等
の
問
題
の

調
査
で
、
町
の
要
求
を
満
た

し
て
い
な
い
と
い
う
発
言
も

出
て
き
て
い
る
。

　
よ
っ
て
、
今
後
の
事
も
考

え
れ
ば
、
認
定
は
で
き
な
い
。

（
採
決
結
果
　
Ｐ
６
参
照
）　

こ
の
事
は
県
下
で
も
め

ず
ら
し
く
、
町
民
の
皆
さ

ん
に
医
療
費
の
増
額
が
保

険
料
の
増
額
に
つ
な
が
っ
て

い
る
こ
と
を
理
解
し
て
い

た
だ
い
た
結
果
だ
と
思
い

ま
す
。

　
こ
の
ま
ま
い
け
ば
、
保

険
料
の
増
額
を
し
な
い
で

も
い
け
そ
う
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
医
療
費

の
適
正
化
の
た
め
に
ご
尽

力
お
願
い
し
ま
す
。

関
連
質
疑
（
Ｐ
９
）

認 定 で き ず24年度決算
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
支
出
に
問
題

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
予
算

執
行
に
問
題
あ
り

国
保
会
計
は

改
善
傾
向

一般会計 115億3,700万を
不認定

特別会計  53億5,400万円は認定

　前年度に比べ、歳入23億7,196万円、歳出27億
4,445万円の大幅増となっている。
　主な要因はＰＦＩ事業による国からの補助金および地
方債（町の借金）の増額によるものである。
　町税収入は減少傾向にあり、自主財源の比率も下
がっている。
◆自主財源  31.3%(H23)⇒26.7%(H24)
また、不納欠損額（※1）は917万円（前年度比214万円
増)、収入未済額（※2）は1億8,772万円（前年度比582
万円増）となっており、今後の課題である。

検討課題が多い
決算全体としては

わが町の財政状況（平成24年度末）

※1 不納欠損額：

※2 収入未済額：

予定した収入が滞り、時効
成立などで徴収できなく
なった金額。
予定した収入のうち、出納
閉鎖日（5月31日）までに
入金されなかった金額。

24年度の決算資料

その他交付金（3.2％）
393,420千円

分担金及び負担金（1.1％）
136,821千円 

使用料及び手数料（0.9％）
108,045千円 その他

（3.2％）
395,600千円

繰入・繰越金
（5.8％）
703,304千円

平成24年度
一般会計歳入予算の内訳

平成24年度
一般会計歳出予算の内訳

自主財源
（26.4％）

3,232,152千円 

依存財源
（73.6％）

9,001,196千円 

平成24年度
一般会計歳入
12,233,348千円

町税（15.4％）
1,888,382千円 地方債（18.0％）

2,204,100千円

国庫支出金
（11.3％）
1,385,906千円 

県支出金
（6.4％）
776,414千円

地方交付税（34.7％）
4,241,356千円

平成24年度
一般会計歳出
11,537,096千円

議会関係（1.2％）
135,729千円 

総務関係（11.0％）
1,268,309千円 

公債関係（8.6％）
992,603千円

教育関係（33.2％）
3,825,265千円 

消防関係（3.7％）
426,609千円

土木関係（4.1％）
477,749千円

民生関係（21.1％）
2,439,886千円

労働関係（0.1％）
2,754千円 

農林水産業関係（7.4％）
852,449千円 

商工関係（1.6％）
188,415千円 

災害復旧関係（0.8％）
93,254千円 

諸支出金関係（1.8％）
209,994千円 

衛生関係（5.4％）
624,080千円

財政力指数
経常収支比率
実質公債費比率
将来負担比率

町が自前で調達できるお金の割合
人件費などで絶対に必要なお金の割合
総収入に対する借金返済の割合
町が関係する総借金を標準財政規模(※)で割ったもの

40
73.7
9.9
40.9

H22
39
76.4
9.1
0.7

H23
38
78.2
8.6
19.0

H24 説　　明

（※）標準財政規模　　自治体の財政規模を示す金額　（まんのう町23年度で約66億円）

（単位 ： ％）
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Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
予
算
執
行
に

問
題
あ
り

　
平
成
24
年
度
一
般
会
計
の

決
算
を
議
会
で
審
査
し
、

そ
の
結
果
、
不
認
定
と
な

り
ま
し
た
。

　
不
認
定
に
な
っ
た
理
由
が

討
論
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ

の
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

  

討
　 論

【
賛
成
】
関
議
員

　
決
算
を
不
認
定
に
す
る

こ
と
は
、
町
長
に
不
信
任
を

突
き
つ
け
る
こ
と
に
値
す
る

大
き
な
問
題
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
全
体
を
み

て
賛
成
と
し
ま
す
。

【
反
対
】
本
屋
敷
議
員

 

　
決
算
は
、
決
ま
り
と
し

て
一
部
で
も
認
定
で
き
な
け

れ
ば
全
て
に
お
い
て
不
認
定

と
な
る
。

　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
支
払
い
を

し
た
５
月
の
時
点
に
お
い
て
、

仕
事
の
精
査
が
で
き
て
お
ら

ず
、
今
後
減
額
が
生
じ
た

場
合
に
は
、
払
い
戻
し
を
請

求
で
き
る
と
い
う
が
、
町
長

は
口
約
束
し
か
し
て
い
な
い
。

　
ま
た
、
そ
れ
よ
り
後
に
、

体
育
館
の
内
壁
等
の
問
題
の

調
査
で
、
町
の
要
求
を
満
た

し
て
い
な
い
と
い
う
発
言
も

出
て
き
て
い
る
。

　
よ
っ
て
、
今
後
の
事
も
考

え
れ
ば
、
認
定
は
で
き
な
い
。

（
採
決
結
果
　
Ｐ
６
参
照
）　

こ
の
事
は
県
下
で
も
め

ず
ら
し
く
、
町
民
の
皆
さ

ん
に
医
療
費
の
増
額
が
保

険
料
の
増
額
に
つ
な
が
っ
て

い
る
こ
と
を
理
解
し
て
い

た
だ
い
た
結
果
だ
と
思
い

ま
す
。

　
こ
の
ま
ま
い
け
ば
、
保

険
料
の
増
額
を
し
な
い
で

も
い
け
そ
う
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
医
療
費

の
適
正
化
の
た
め
に
ご
尽

力
お
願
い
し
ま
す
。

関
連
質
疑
（
Ｐ
９
）

認 定 で き ず24年度決算
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
支
出
に
問
題

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
予
算

執
行
に
問
題
あ
り

国
保
会
計
は

改
善
傾
向

一般会計 115億3,700万を
不認定

特別会計  53億5,400万円は認定

　前年度に比べ、歳入23億7,196万円、歳出27億
4,445万円の大幅増となっている。
　主な要因はＰＦＩ事業による国からの補助金および地
方債（町の借金）の増額によるものである。
　町税収入は減少傾向にあり、自主財源の比率も下
がっている。
◆自主財源  31.3%(H23)⇒26.7%(H24)
また、不納欠損額（※1）は917万円（前年度比214万円
増)、収入未済額（※2）は1億8,772万円（前年度比582
万円増）となっており、今後の課題である。

検討課題が多い
決算全体としては

わが町の財政状況（平成24年度末）

※1 不納欠損額：

※2 収入未済額：

予定した収入が滞り、時効
成立などで徴収できなく
なった金額。
予定した収入のうち、出納
閉鎖日（5月31日）までに
入金されなかった金額。

24年度の決算資料

その他交付金（3.2％）
393,420千円

分担金及び負担金（1.1％）
136,821千円 

使用料及び手数料（0.9％）
108,045千円 その他

（3.2％）
395,600千円

繰入・繰越金
（5.8％）
703,304千円

平成24年度
一般会計歳入予算の内訳

平成24年度
一般会計歳出予算の内訳

自主財源
（26.4％）

3,232,152千円 

依存財源
（73.6％）

9,001,196千円 

平成24年度
一般会計歳入
12,233,348千円

町税（15.4％）
1,888,382千円 地方債（18.0％）

2,204,100千円

国庫支出金
（11.3％）
1,385,906千円 

県支出金
（6.4％）
776,414千円

地方交付税（34.7％）
4,241,356千円

平成24年度
一般会計歳出
11,537,096千円

議会関係（1.2％）
135,729千円 

総務関係（11.0％）
1,268,309千円 

公債関係（8.6％）
992,603千円

教育関係（33.2％）
3,825,265千円 

消防関係（3.7％）
426,609千円

土木関係（4.1％）
477,749千円

民生関係（21.1％）
2,439,886千円

労働関係（0.1％）
2,754千円 

農林水産業関係（7.4％）
852,449千円 

商工関係（1.6％）
188,415千円 

災害復旧関係（0.8％）
93,254千円 

諸支出金関係（1.8％）
209,994千円 

衛生関係（5.4％）
624,080千円

財政力指数
経常収支比率
実質公債費比率
将来負担比率

町が自前で調達できるお金の割合
人件費などで絶対に必要なお金の割合
総収入に対する借金返済の割合
町が関係する総借金を標準財政規模(※)で割ったもの

40
73.7
9.9
40.9

H22
39
76.4
9.1
0.7

H23
38
78.2
8.6
19.0

H24 説　　明

（※）標準財政規模　　自治体の財政規模を示す金額　（まんのう町23年度で約66億円）

（単位 ： ％）
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議案
第1号

工事請負契約の締結（平成２４年度 学校施設環境
改善交付金事業仲南小学校プール改築工事）

議案採決結果
16議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

議席番号 16 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

髙
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大
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大

大
西
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白
川
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男

白
川
　年
男

関
　
　洋
三

本
屋
敷
　崇

白
川
　正
樹

合
田
　正
夫

田
岡
　秀
俊

川
西 

米
希
子

大
岡
　克
三

議
決
結
果

関
連
ペ
ー
ジ

反
　
　対

賛
　
　成

議
員
名

議案名等

まんのう町官民連携事業に関する個別
外部監査契約に基づく監査によること

平成２４年度まんのう町
国民健康保険特別会計歳入歳出決算

平成２４年度まんのう町
後期高齢者医療特別会計歳入歳出

平成２４年度まんのう町
介護保険特別会計歳入歳出決算認定

平成２４年度まんのう町
診療所特別会計歳入歳出決算認定

平成２４年度まんのう町
簡易水道特別会計歳入歳出決算認定

平成２４年度まんのう町
下水道特別会計歳入歳出決算認定

平成２４年度まんのう町
農業集落排水特別会計歳入歳出決算認定
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平成２４年度まんのう町
一般会計歳入歳出決算認定

議案
第２号

議案
第３号

議案
第1号

議案
第２号

議案
第３号

議案
第４号

議案
第５号

認定
第１号

認定
第2号

認定
第3号

認定
第4号

認定
第5号

認定
第6号

認定
第7号

認定
第8号

平成２４年度まんのう町浄化槽整備
推進事業特別会計歳入歳出決算認定

認定
第9号

平成２４年度まんのう町
水道事業会計決算認定

まんのう町
子ども・子育て会議条例の制定

まんのう町大川山交流施設
「まんのう天文台」条例の制定

まんのう町特別職の職員で非常勤のものの
報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正

まんのう町税外収入金の督促手数料及び
延滞金の徴収に関する条例の一部改正

議案
第６号 まんのう町税条例の一部改正

まんのう町長期継続契約を締結することが
できる契約に関する条例の一部改正

認定
第10号

まんのう町官民連携事業に関する
個別外部監査契約の締結

平成２５年（第２回）臨時会（７月２４日）

平成２５年（第３回）９月定例会（９月５日～２０日）

平成２５年（第３回）臨時会（８月２０日）

P12

-

-

P4,5

P4,5

P4,5

P4,5

P4,5

P4,5

P4,5

P4,5

P4,5

P4,5

P9

-

-

-

-

-

P12

議
員
名

関
連
ペ
ー
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議案
第７号

まんのう町国民健康保険税条例
の一部改正

16議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

議席番号 16 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
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決
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果

反
　
　対

賛
　
　成

※可／可決　否／否決　認／認定　不／不認定　推／推薦　継／継続審査　同／同意　○／賛成　×／反対　欠／欠席
※議長は可否同数の場合にのみ表決権を有します。〈議長　議席番号16番〉

議案名等

まんのう町児童館条例の一部改正

平成２５年度まんのう町国民健康
保険特別会計補正予算（案）第１号

平成２５年度まんのう町簡易水道
特別会計補正予算(案)　第１号

平成２５年度まんのう町浄化槽整備推
進事業特別会計補正予算(案)第１号

まんのう町職員等の給与の臨時
特例に関する条例の制定

まんのう町特別職の職員で常勤のものの
給与及び旅費に関する条例の一部改正

人権擁護委員候補者の推薦

「森林吸収源対策及び地球温暖化対策に
関する地方の財源確保」のための意見書（案）

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

14

13

14

14

14

14

14

12

14

13

13

8

6

14

0

0

0

0

0

0

0

2

0

0

0

5

8

0

可

可

可

可

可

可

可

可

可

同

可

可

否

可

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

欠

○

○

○

○

○

×

○

欠

欠

欠

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

-

-

-

P8～

P8

P8

P8

P11

-

-

-

P12

P11

-

平成２５年度まんのう町一般
会計補正予算（案）第２号

議案
第８号

議案
第９号

議案
第10号

議案
第11号

議案
第12号

議案
第13号

議案
第14号

議案
第15号

発議
第1号

諮問
第1号

発議
第２号

発議
第３号

道州制導入に断固反対する
意見書（案）

まんのう町議会議員の議員報酬の
臨時特例に関する条例の制定

閉会中の継続調査

まんのう町道路線の変更

本会議の傍聴席（後方）

本町議会は、だれでも傍聴できるんで。

なんちゃめんどい事は無いけんな。

会議日程は、ホームページ、告知放送でも

お知らせしとるけん、いっぺん来てつかよ。

わからん事は議会事務局に聞いてな。

☎0877-73-0109
ご案内

次回の定例会は12月に開会予定です。 
皆様のお越しをお待ちしております。

ぜひ傍聴に来てつかぜひ傍聴に来てつか
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議案
第1号

工事請負契約の締結（平成２４年度 学校施設環境
改善交付金事業仲南小学校プール改築工事）

議案採決結果
16議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

議席番号 16 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

髙
木
　
　堅

川
原
　茂
行

大
西
　
　豊

三
好
　勝
利

藤
田
　昌
大

大
西
　
　樹

白
川
　皆
男

白
川
　年
男

関
　
　洋
三

本
屋
敷
　崇

白
川
　正
樹

合
田
　正
夫

田
岡
　秀
俊

川
西 

米
希
子

大
岡
　克
三

議
決
結
果

関
連
ペ
ー
ジ

反
　
　対

賛
　
　成

議
員
名

議案名等

まんのう町官民連携事業に関する個別
外部監査契約に基づく監査によること

平成２４年度まんのう町
国民健康保険特別会計歳入歳出決算

平成２４年度まんのう町
後期高齢者医療特別会計歳入歳出

平成２４年度まんのう町
介護保険特別会計歳入歳出決算認定

平成２４年度まんのう町
診療所特別会計歳入歳出決算認定

平成２４年度まんのう町
簡易水道特別会計歳入歳出決算認定

平成２４年度まんのう町
下水道特別会計歳入歳出決算認定

平成２４年度まんのう町
農業集落排水特別会計歳入歳出決算認定

○

○

○

11

13

13

2

0

0

可

可

可

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

欠

欠

欠

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

発委
第1号

ＰＦＩ事件対策特別委員会
設置決議（案） ○10 3 可 ○ × × ○ ○ ○ ○ × 欠 ○ ○ ○ ○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

1

14

14

14

14

14

14

14

14

14

14

14

14

13

13

14

13

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

不

認

認

認

認

認

認

認

認

認

可

可

可

可

可

可

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

欠

欠

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

平成２４年度まんのう町
一般会計歳入歳出決算認定

議案
第２号

議案
第３号

議案
第1号

議案
第２号

議案
第３号

議案
第４号

議案
第５号

認定
第１号

認定
第2号

認定
第3号

認定
第4号

認定
第5号

認定
第6号

認定
第7号

認定
第8号

平成２４年度まんのう町浄化槽整備
推進事業特別会計歳入歳出決算認定

認定
第9号

平成２４年度まんのう町
水道事業会計決算認定

まんのう町
子ども・子育て会議条例の制定

まんのう町大川山交流施設
「まんのう天文台」条例の制定

まんのう町特別職の職員で非常勤のものの
報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正

まんのう町税外収入金の督促手数料及び
延滞金の徴収に関する条例の一部改正

議案
第６号 まんのう町税条例の一部改正

まんのう町長期継続契約を締結することが
できる契約に関する条例の一部改正

認定
第10号

まんのう町官民連携事業に関する
個別外部監査契約の締結

平成２５年（第２回）臨時会（７月２４日）

平成２５年（第３回）９月定例会（９月５日～２０日）

平成２５年（第３回）臨時会（８月２０日）

P12

-

-

P4,5

P4,5

P4,5

P4,5

P4,5

P4,5

P4,5

P4,5

P4,5

P4,5

P9

-

-

-

-

-

P12

議
員
名

関
連
ペ
ー
ジ

議案
第７号

まんのう町国民健康保険税条例
の一部改正

16議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

議席番号 16 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

髙
木
　
　堅

川
原
　茂
行

大
西
　
　豊

三
好
　勝
利

藤
田
　昌
大

大
西
　
　樹

白
川
　皆
男

白
川
　年
男

関
　
　洋
三

本
屋
敷
　崇

白
川
　正
樹

合
田
　正
夫

田
岡
　秀
俊

川
西 

米
希
子

大
岡
　克
三

議
決
結
果

反
　
　対

賛
　
　成

※可／可決　否／否決　認／認定　不／不認定　推／推薦　継／継続審査　同／同意　○／賛成　×／反対　欠／欠席
※議長は可否同数の場合にのみ表決権を有します。〈議長　議席番号16番〉

議案名等

まんのう町児童館条例の一部改正

平成２５年度まんのう町国民健康
保険特別会計補正予算（案）第１号

平成２５年度まんのう町簡易水道
特別会計補正予算(案)　第１号

平成２５年度まんのう町浄化槽整備推
進事業特別会計補正予算(案)第１号

まんのう町職員等の給与の臨時
特例に関する条例の制定

まんのう町特別職の職員で常勤のものの
給与及び旅費に関する条例の一部改正

人権擁護委員候補者の推薦

「森林吸収源対策及び地球温暖化対策に
関する地方の財源確保」のための意見書（案）

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

14

13

14

14

14

14

14

12

14

13

13

8

6

14

0

0

0

0

0

0

0

2

0

0

0

5

8

0

可

可

可

可

可

可

可

可

可

同

可

可

否

可

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

欠

○

○

○

○

○

×

○

欠

欠

欠

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

-

-

-

P8～

P8

P8

P8

P11

-

-

-

P12

P11

-

平成２５年度まんのう町一般
会計補正予算（案）第２号

議案
第８号

議案
第９号

議案
第10号

議案
第11号

議案
第12号

議案
第13号

議案
第14号

議案
第15号

発議
第1号

諮問
第1号

発議
第２号

発議
第３号

道州制導入に断固反対する
意見書（案）

まんのう町議会議員の議員報酬の
臨時特例に関する条例の制定

閉会中の継続調査

まんのう町道路線の変更

本会議の傍聴席（後方）

本町議会は、だれでも傍聴できるんで。

なんちゃめんどい事は無いけんな。

会議日程は、ホームページ、告知放送でも

お知らせしとるけん、いっぺん来てつかよ。

わからん事は議会事務局に聞いてな。

☎0877-73-0109
ご案内

次回の定例会は12月に開会予定です。 
皆様のお越しをお待ちしております。

ぜひ傍聴に来てつかぜひ傍聴に来てつか
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国民健康保険特別会計繰出金
子ども・子育て支援事業費
有害鳥獣駆除事業費
ため池等改良事業費
町道改良工事事業費
小学校施設整備費
満濃中学校整備・運営事業費
幼稚園施設整備費

△約 5,200 万円
約 470 万円
約 460 万円
約 4,000 万円
約 1,500 万円
約 3,500 万円
約 2,600 万円
約 5,500 万円

Ｐ９
Ｐ９
Ｐ９
Ｐ９
Ｐ10
Ｐ10
Ｐ10
Ｐ10

〔１〕
〔２〕
〔３〕
〔４〕
〔５〕
〔６〕
〔７〕
〔８〕

事業名 予算額 参照
25年度9月補正の主な内容

平
成
25
年
度
９
月
定
例
会

約
２
億
円
を
増
額
補
正

　
９
月
定
例
会
は
、５
日
か
ら
20
日
ま
で
の
会
期
で
開
き
、

平
成
24
年
度
決
算
認
定
、
平
成
25
年
度
９
月
補
正
予
算

や
税
条
例
の一
部
改
正
、
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例
・

ま
ん
の
う
町
天
文
台
条
例
・（
９
）
職
員
及
び
特
別
職
の

給
与
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
条
例
制
定
・（
10
）
発
議

ま
ん
の
う
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
の
臨
時
特
例
に
関

す
る
条
例
制
定
・（
11
）
道
州
制
導
入
に
断
固
反
対
す

る
意
見
書
な
ど
23
案
件
の
審
査
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

25年度9月補正予算
会計名 補正額 総額
一般会計
特別会計

２億２０００万円

６０００万円 ５６億１４００万円

１０２億１９００万円

仲
南
地
区
の
幼
保
一
体
化
施
設
に
伴
う

造
成
費･

旧
仲
南
町
民
プ
ー
ル
の
取
り
壊

し
・Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
調
査
費
な
ど

第
３
回
臨
時
会

　
第
３
回
臨
時
会
を
８
月
20
日
に
行
い
、Ｐ
Ｆ
Ｉ

事
件
対
策
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
の
１
案

件
の
審
査
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

（
Ｐ
12
参
照
）

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
件
対
策
特
別
委
員
会
の
設
置

第
２
回
臨
時
会

　
第
２
回
臨
時
会
を
７
月
24
日
に
行
い
、
仲
南
小

学
校
プ
ー
ル
新
築
工
事
契
約
の
締
結
・
個
別
外
部

監
査
契
約
の
締
結
な
ど
３
案
件
の
審
査
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
Ｐ
12
参
照
）

仲
南
小
学
校
プ
ー
ル
新
築
工
事
契
約
な
ど

新しい駐車場の予定地（旧仲南町民プール）

 

町
民
の
努
力
で

〔
１
〕
国
民
健
康
保
険

　
　

  

特
別
会
計
繰
出
金

　
一
般
財
源
か
ら
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
へ
毎
年

保
険
税
だ
け
で
は
ま
か
な

え
な
い
お
金
を
繰
り
出
し

て
い
る
が
、
今
年
は
町
民

の
努
力
に
よ
り
減
額
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

（
川
西
委
員
）

　
国
保
会
計
が
改
善
さ
れ

た
要
因
を
、
ど
の
よ
う
に
考

え
、
今
後
は
ど
の
よ
う
に
維

持
し
て
い
く
つ
も
り
か
。

（
福
祉
保
険
課
長
）

　
こ
こ
数
年
、
各
自
治
会

や
団
体
で
啓
蒙
啓
発
を
続

け
て
来
た
結
果
が
で
て
き
た

よ
う
に
思
う
。

　
今
後
も
啓
発
啓
蒙
を
続

け
、
さ
ら
に
レ
セ
プ
ト
（※

）

の
再
点
検
で
医
療
費
の
適
正

化
に
つ
と
め
る
。

※

レ
セ
プ
ト
（
各
医
療
機

関
か
ら
出
て
く
る
請
求
書
）

 

地
域
で
子
育
て

〔
２
〕
子
ど
も
・
子
育
て

　
　

  

支
援
事
業
費

　
国
の
方
針
と
し
て
、
子

ど
も･

子
育
て
に
力
を
入
れ

る
た
め
、
各
自
治
体
で
子

ど
も･

子
育
て
会
議
を
立
ち

上
げ
、
計
画
を
つ
く
る
よ

う
に
な
っ
た
。

（
三
好
・
川
西
委
員
）

　
会
議
構
成
の
男
女
比
率

や
権
限
は
ど
の
よ
う
に
な
る

の
か
。

（
健
康
増
進
課
長
）

　
メ
ン
バ
ー
の
構
成
は
女
性

が
中
心
と
な
る
予
定
。

　
権
限
と
し
て
は
、
子
ど

も･

子
育
て
支
援
事
業
計
画

を
策
定
す
る
上
で
意
見
調

整
す
る
た
め
の
会
議
。

 

農
作
物
を
守
れ

〔
３
〕
有
害
鳥
獣
駆
除

　
　

  

事
業
費

　
農
作
物
を
守
る
た
め
の

メ
ッ
シ
ュ
柵
や
電
気
柵
を

設
置
す
る
た
め
の
補
助
金
、

お
よ
び
有
害
鳥
獣
捕
獲
駆

除
へ
の
補
助
金
。

（
川
原
・
合
田
委
員
）

　
メ
ッ
シ
ュ
柵
等
の
材
料
費
、

捕
獲
に
つ
い
て
も
補
助
が
あ
る

が
、
そ
の
補
助
金
が
無
く
な
っ

た
為
の
増
額
補
正
な
の
か
。

（
産
業
経
済
課
長
）

　
メ
ッ
シ
ュ
柵
等
の
材
料
費

が
、
８
月
の
時
点
に
お
い
て

昨
年
分
の
補
助
数
に
達
し
て

い
る
た
め
に
今
回
補
正
し
た
。

 

た
め
池
の
安
全
を

〔
４
〕
た
め
池
等
改
良

　
　

  

事
業
費

　
た
め
池
（
笛
の
木
池
・

南
池
）
の
改
修
工
事
費
。

（
白
川
年
男
委
員
）

　
町
全
体
と
し
て
多
く
の
池

が
あ
る
が
、
防
災
上
も
含
め

今
後
ど
の
よ
う
に
改
修
し
て

い
く
の
か
。

（
建
設
土
地
改
良
課
長
）

　
町
内
の
た
め
池
は
計
画
的

に
改
修
し
て
い
る
。

議
案
質
疑
の
内
容

９
月
定
例
会

神野地区の住民と小学生の交流の様子
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国民健康保険特別会計繰出金
子ども・子育て支援事業費
有害鳥獣駆除事業費
ため池等改良事業費
町道改良工事事業費
小学校施設整備費
満濃中学校整備・運営事業費
幼稚園施設整備費

△約 5,200 万円
約 470 万円
約 460 万円
約 4,000 万円
約 1,500 万円
約 3,500 万円
約 2,600 万円
約 5,500 万円

Ｐ９
Ｐ９
Ｐ９
Ｐ９
Ｐ10
Ｐ10
Ｐ10
Ｐ10

〔１〕
〔２〕
〔３〕
〔４〕
〔５〕
〔６〕
〔７〕
〔８〕

事業名 予算額 参照
25年度9月補正の主な内容

平
成
25
年
度
９
月
定
例
会

約
２
億
円
を
増
額
補
正

　
９
月
定
例
会
は
、５
日
か
ら
20
日
ま
で
の
会
期
で
開
き
、

平
成
24
年
度
決
算
認
定
、
平
成
25
年
度
９
月
補
正
予
算

や
税
条
例
の一
部
改
正
、
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例
・

ま
ん
の
う
町
天
文
台
条
例
・（
９
）
職
員
及
び
特
別
職
の

給
与
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
条
例
制
定
・（
10
）
発
議

ま
ん
の
う
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
の
臨
時
特
例
に
関

す
る
条
例
制
定
・（
11
）
道
州
制
導
入
に
断
固
反
対
す

る
意
見
書
な
ど
23
案
件
の
審
査
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

25年度9月補正予算
会計名 補正額 総額
一般会計
特別会計

２億２０００万円

６０００万円 ５６億１４００万円

１０２億１９００万円

仲
南
地
区
の
幼
保
一
体
化
施
設
に
伴
う

造
成
費･

旧
仲
南
町
民
プ
ー
ル
の
取
り
壊

し
・Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
調
査
費
な
ど

第
３
回
臨
時
会

　
第
３
回
臨
時
会
を
８
月
20
日
に
行
い
、Ｐ
Ｆ
Ｉ

事
件
対
策
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
の
１
案

件
の
審
査
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

（
Ｐ
12
参
照
）

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
件
対
策
特
別
委
員
会
の
設
置

第
２
回
臨
時
会

　
第
２
回
臨
時
会
を
７
月
24
日
に
行
い
、
仲
南
小

学
校
プ
ー
ル
新
築
工
事
契
約
の
締
結
・
個
別
外
部

監
査
契
約
の
締
結
な
ど
３
案
件
の
審
査
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
Ｐ
12
参
照
）

仲
南
小
学
校
プ
ー
ル
新
築
工
事
契
約
な
ど

新しい駐車場の予定地（旧仲南町民プール）

 

町
民
の
努
力
で

〔
１
〕
国
民
健
康
保
険

　
　

  

特
別
会
計
繰
出
金

　
一
般
財
源
か
ら
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
へ
毎
年

保
険
税
だ
け
で
は
ま
か
な

え
な
い
お
金
を
繰
り
出
し

て
い
る
が
、
今
年
は
町
民

の
努
力
に
よ
り
減
額
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

（
川
西
委
員
）

　
国
保
会
計
が
改
善
さ
れ

た
要
因
を
、
ど
の
よ
う
に
考

え
、
今
後
は
ど
の
よ
う
に
維

持
し
て
い
く
つ
も
り
か
。

（
福
祉
保
険
課
長
）

　
こ
こ
数
年
、
各
自
治
会

や
団
体
で
啓
蒙
啓
発
を
続

け
て
来
た
結
果
が
で
て
き
た

よ
う
に
思
う
。

　
今
後
も
啓
発
啓
蒙
を
続

け
、
さ
ら
に
レ
セ
プ
ト
（※

）

の
再
点
検
で
医
療
費
の
適
正

化
に
つ
と
め
る
。

※

レ
セ
プ
ト
（
各
医
療
機

関
か
ら
出
て
く
る
請
求
書
）

 

地
域
で
子
育
て

〔
２
〕
子
ど
も
・
子
育
て

　
　

  

支
援
事
業
費

　
国
の
方
針
と
し
て
、
子

ど
も･

子
育
て
に
力
を
入
れ

る
た
め
、
各
自
治
体
で
子

ど
も･

子
育
て
会
議
を
立
ち

上
げ
、
計
画
を
つ
く
る
よ

う
に
な
っ
た
。

（
三
好
・
川
西
委
員
）

　
会
議
構
成
の
男
女
比
率

や
権
限
は
ど
の
よ
う
に
な
る

の
か
。

（
健
康
増
進
課
長
）

　
メ
ン
バ
ー
の
構
成
は
女
性

が
中
心
と
な
る
予
定
。

　
権
限
と
し
て
は
、
子
ど

も･

子
育
て
支
援
事
業
計
画

を
策
定
す
る
上
で
意
見
調

整
す
る
た
め
の
会
議
。

 

農
作
物
を
守
れ

〔
３
〕
有
害
鳥
獣
駆
除

　
　

  

事
業
費

　
農
作
物
を
守
る
た
め
の

メ
ッ
シ
ュ
柵
や
電
気
柵
を

設
置
す
る
た
め
の
補
助
金
、

お
よ
び
有
害
鳥
獣
捕
獲
駆

除
へ
の
補
助
金
。

（
川
原
・
合
田
委
員
）

　
メ
ッ
シ
ュ
柵
等
の
材
料
費
、

捕
獲
に
つ
い
て
も
補
助
が
あ
る

が
、
そ
の
補
助
金
が
無
く
な
っ

た
為
の
増
額
補
正
な
の
か
。

（
産
業
経
済
課
長
）

　
メ
ッ
シ
ュ
柵
等
の
材
料
費

が
、
８
月
の
時
点
に
お
い
て

昨
年
分
の
補
助
数
に
達
し
て

い
る
た
め
に
今
回
補
正
し
た
。

 

た
め
池
の
安
全
を

〔
４
〕
た
め
池
等
改
良

　
　

  

事
業
費

　
た
め
池
（
笛
の
木
池
・

南
池
）
の
改
修
工
事
費
。

（
白
川
年
男
委
員
）

　
町
全
体
と
し
て
多
く
の
池

が
あ
る
が
、
防
災
上
も
含
め

今
後
ど
の
よ
う
に
改
修
し
て

い
く
の
か
。

（
建
設
土
地
改
良
課
長
）

　
町
内
の
た
め
池
は
計
画
的

に
改
修
し
て
い
る
。

議
案
質
疑
の
内
容

９
月
定
例
会

神野地区の住民と小学生の交流の様子
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注
目
施
策
の
主
な
質
疑



　
今
回
上
が
っ
て
い
る
２
つ

は
、
堤
防
幅
が
薄
く
、
ま
た

漏
水
を
起
こ
し
て
い
る
状
態

で
あ
る
。

　
大
雨
時
に
危
険
な
状
況
で

あ
る
の
で
今
回
改
修
す
る
。

 

急
げ
、
道
路
改
修

〔
５
〕
町
道
改
良
工
事

　
　

  

事
業
費

　町
道
（
買
田
ま
ん
の
う

線
・
杉
の
上
中
村
線
）
の

改
修
工
事
費
。

（
合
田
委
員
）

　
町
の
方
針
と
し
て
、
随
時

道
路
を
改
修
し
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
優
先
順
位
で
改

修
し
て
い
る
の
か
。

（
建
設
土
地
改
良
課
長
）

　
杉
の
上
・
中
村
線
は
、

満
濃
中
学
校
の
改
築
に
あ

わ
せ
た
道
路
改
修
で
あ
る
。

　
買
田
ま
ん
の
う
線
は
、
交

通
量
の
わ
り
に
狭
い
場
所
が

あ
り
、
通
行
上
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
で
あ
る
。

 

学
び
の
環
境
を

〔
６
〕
小
学
校
施
設

　
　

  

整
備
費

　児
童
数
増
加
に
よ
る
高
篠

小
学
校
増
築
、
仲
南
小
学

校
プ
ー
ル
解
体
撤
去
費
用
。

（
三
好
委
員
）

　
増
築
す
る
と
い
う
が
、
そ

れ
は
新
た
に
校
舎
等
を
建
て

増
し
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も

改
修
な
の
か
。

（
教
育
課
長
）

　
現
在
、
生
徒
数
の
増
加

に
伴
い
現
在
の
教
室
数
で
は

対
応
で
き
な
い
。

　
増
築
と
い
う
の
は
、
用
地
確

保
お
よ
び
建
て
増
し
で
あ
る
。

 

納
得
で
き
る
調
査
を

〔
７
〕
満
濃
中
学
校
整
備
・

　
　

  

運
営
事
業
費

　新
築
体
育
館
の
壁
破
損

に
と
も
な
い
、
体
育
館
以

外
も
第
三
者
機
関
に
よ
る

調
査
を
お
こ
な
う
た
め
の

費
用
。

（
髙
木
委
員
）

　
調
査
費
用
に
つ
い
て
、
全

員
協
議
会
の
中
で
は
、
ま
ん

で
が
ん
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
が
支

払
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
そ
の
よ
う
に
計
上
し
て

い
る
の
か
。

（
教
育
課
長
）

　
こ
ち
ら
も
そ
の
つ
も
り
で

あ
り
、
町
が
ま
ず
第
三
者

機
関
に
支
払
い
、
そ
の
必
要

経
費
を
ま
ん
で
が
ん
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
に
請
求
す
る
。

 

統
合
に
向
け
て

〔
８
〕
幼
稚
園
施
設
整
備
費

　新
設
予
定
で
あ
る
仲
南

地
区
幼
保
一
体
化
施
設
の

造
成
工
事
費
。

（
本
屋
敷
委
員
）

　
本
来
、
仲
南
支
所
周
辺
の

総
合
計
画
を
立
て
た
後
に
幼

保
一
体
化
施
設
の
建
設
地
を

決
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

（
教
育
課
長
）

　
確
か
に
本
来
で
あ
れ
ば
そ

う
す
る
べ
き
だ
が
、
合
併
時

か
ら
の
要
望
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
先
に
幼
保
一
体
化
施

設
の
建
設
地
を
決
め
た
。

児童数の増加が著しい高篠小学校

  改修予定の笛の木池

 

国
の
要
請
で

〔
９
〕
職
員
及
び
特
別
職
の

　
　

  

給
与
の
臨
時
特
例
に

　
　

  

関
す
る
条
例
制
定

　復
興
財
源
の
確
保
の
た

め
、
給
与
減
額
を
し
た
国

家
公
務
員
に
な
ら
い
、
地

方
公
務
員
の
給
与
削
減
を

求
め
た
も
の
。（
26
年
３
月

ま
で
の
特
例
）

（
本
屋
敷
議
員
）

　
職
員
の
や
る
気
の
低
下
が

あ
って
は
い
け
な
い
。

　
職
員
組
合
と
は
十
分
な

話
し
合
い
を
さ
れ
た
の
か
。 

（
総
務
課
長
）

　
話
し
合
い
を
し
た
結
果
で

あ
る
。

（
田
岡
議
員
）

　
交
付
税
約
４
千
万
円
削

減
さ
れ
た
う
ち
、
今
回
の

職
員
等
給
与
削
減
分
で
約

１
千
５
百
万
円
手
当
て
出

来
る
が
、
残
り
約
２
千
５
百

万
円
分
は
ど
う
す
る
の
か
。

（
総
務
課
長
） 

　
国
の
要
請
を
全
て
呑
ん
だ

わ
け
で
は
な
い
。
残
り
は
事

業
の
精
査
を
十
分
に
や
り
、

無
駄
を
省
い
て
い
く
。

（
三
好
議
員
）

　
国
の
や
り
か
た
は
お
か
し

い
。
き
ち
ん
と
言
う
べ
き
事

は
言
う
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

（
町
長
）

　
苦
渋
の
選
択
で
あ
る
事
は

確
か
だ
。
今
後
は
毅
然
と

し
た
態
度
で
取
り
組
む
。

  

討
　 論

【
反
対
】
藤
田
議
員

　地
方
交
付
税
の一
方
的
な

削
減
は
、
地
方
自
治
制
度

の
根
幹
を
揺
る
が
す
問
題
で

あ
り
、
反
対
で
あ
る
。

【
賛
成
】
関
議
員

　
年
功
に
よ
り
削
減
率
に
差

を
つ
け
配
慮
し
て
い
る
し
、
町

長
は
自
ら
10
％
を
課
し
て
い

る
。
反
対
す
る
理
由
が
な
い
。  

議
会
は
ど
う
す
る

〔
10
〕
議
員
発
議

ま
ん
の
う
町
議
会
議
員
の

議
員
報
酬
の
臨
時
特
例
に

関
す
る
条
例
制
定

提
案
者
　
田
岡
秀
俊
議
員

賛
成
者
　
合
田
正
夫
議
員

　
〃
　
　
白
川
正
樹
議
員

　
執
行
部
の
給
与
削
減
だ

け
で
な
く
、
こ
の
際
、
議

員
も
自
ら
報
酬
カ
ッ
ト
し
、

共
に
痛
み
を
分
か
ち
合
う

べ
き
で
あ
る
。

  

討
　 論

【
反
対
】
藤
田
議
員

　
　
さ
き
ほ
ど
の
職
員
給
与

削
減
自
体
が
問
題
で
あ
り
、

こ
れ
も
地
方
自
治
を
否
定

す
る
も
の
で
反
対
で
あ
る
。

【
賛
成
】
合
田
議
員

　
町
長
は
じ
め
職
員
給
与

は
削
減
す
る
の
に
、
議
員
は

そ
の
ま
ま
と
い
う
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
賛
成
で
あ
る
。

【
反
対
】
本
屋
敷
議
員

　
職
業
議
員
と
し
て
は
、

今
後
若
い
議
員
が
ど
ん
ど
ん

出
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

議
員
報
酬
が
下
が
る
こ
と
は

そ
れ
を
困
難
と
す
る
と
考

え
る
の
で
反
対
で
あ
る
。

【
賛
成
】
白
川
正
樹
議
員

　
町
民
の
目
線
で
考
え
、

職
員
を
下
げ
、
自
ら
を
下

げ
な
い
と
い
う
の
は
住
民
に

説
明
で
き
な
い
の
で
賛
成
で

あ
る
。

 統合予定の仲南保育所の運動会
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注
目
施
策
の
主
な
質
疑



　
今
回
上
が
っ
て
い
る
２
つ

は
、
堤
防
幅
が
薄
く
、
ま
た

漏
水
を
起
こ
し
て
い
る
状
態

で
あ
る
。

　
大
雨
時
に
危
険
な
状
況
で

あ
る
の
で
今
回
改
修
す
る
。

 

急
げ
、
道
路
改
修

〔
５
〕
町
道
改
良
工
事

　
　

  

事
業
費

　町
道
（
買
田
ま
ん
の
う

線
・
杉
の
上
中
村
線
）
の

改
修
工
事
費
。

（
合
田
委
員
）

　
町
の
方
針
と
し
て
、
随
時

道
路
を
改
修
し
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
優
先
順
位
で
改

修
し
て
い
る
の
か
。

（
建
設
土
地
改
良
課
長
）

　
杉
の
上
・
中
村
線
は
、

満
濃
中
学
校
の
改
築
に
あ

わ
せ
た
道
路
改
修
で
あ
る
。

　
買
田
ま
ん
の
う
線
は
、
交

通
量
の
わ
り
に
狭
い
場
所
が

あ
り
、
通
行
上
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
で
あ
る
。

 

学
び
の
環
境
を

〔
６
〕
小
学
校
施
設

　
　

  

整
備
費

　児
童
数
増
加
に
よ
る
高
篠

小
学
校
増
築
、
仲
南
小
学

校
プ
ー
ル
解
体
撤
去
費
用
。

（
三
好
委
員
）

　
増
築
す
る
と
い
う
が
、
そ

れ
は
新
た
に
校
舎
等
を
建
て

増
し
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も

改
修
な
の
か
。

（
教
育
課
長
）

　
現
在
、
生
徒
数
の
増
加

に
伴
い
現
在
の
教
室
数
で
は

対
応
で
き
な
い
。

　
増
築
と
い
う
の
は
、
用
地
確

保
お
よ
び
建
て
増
し
で
あ
る
。

 

納
得
で
き
る
調
査
を

〔
７
〕
満
濃
中
学
校
整
備
・

　
　

  

運
営
事
業
費

　新
築
体
育
館
の
壁
破
損

に
と
も
な
い
、
体
育
館
以

外
も
第
三
者
機
関
に
よ
る

調
査
を
お
こ
な
う
た
め
の

費
用
。

（
髙
木
委
員
）

　
調
査
費
用
に
つ
い
て
、
全

員
協
議
会
の
中
で
は
、
ま
ん

で
が
ん
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
が
支

払
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
そ
の
よ
う
に
計
上
し
て

い
る
の
か
。

（
教
育
課
長
）

　
こ
ち
ら
も
そ
の
つ
も
り
で

あ
り
、
町
が
ま
ず
第
三
者

機
関
に
支
払
い
、
そ
の
必
要

経
費
を
ま
ん
で
が
ん
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
に
請
求
す
る
。

 

統
合
に
向
け
て

〔
８
〕
幼
稚
園
施
設
整
備
費

　新
設
予
定
で
あ
る
仲
南

地
区
幼
保
一
体
化
施
設
の

造
成
工
事
費
。

（
本
屋
敷
委
員
）

　
本
来
、
仲
南
支
所
周
辺
の

総
合
計
画
を
立
て
た
後
に
幼

保
一
体
化
施
設
の
建
設
地
を

決
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

（
教
育
課
長
）

　
確
か
に
本
来
で
あ
れ
ば
そ

う
す
る
べ
き
だ
が
、
合
併
時

か
ら
の
要
望
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
先
に
幼
保
一
体
化
施

設
の
建
設
地
を
決
め
た
。

児童数の増加が著しい高篠小学校

  改修予定の笛の木池

 
国
の
要
請
で

〔
９
〕
職
員
及
び
特
別
職
の

　
　

  

給
与
の
臨
時
特
例
に

　
　

  

関
す
る
条
例
制
定

　復
興
財
源
の
確
保
の
た

め
、
給
与
減
額
を
し
た
国

家
公
務
員
に
な
ら
い
、
地

方
公
務
員
の
給
与
削
減
を

求
め
た
も
の
。（
26
年
３
月

ま
で
の
特
例
）

（
本
屋
敷
議
員
）

　
職
員
の
や
る
気
の
低
下
が

あ
って
は
い
け
な
い
。

　
職
員
組
合
と
は
十
分
な

話
し
合
い
を
さ
れ
た
の
か
。 

（
総
務
課
長
）

　
話
し
合
い
を
し
た
結
果
で

あ
る
。

（
田
岡
議
員
）

　
交
付
税
約
４
千
万
円
削

減
さ
れ
た
う
ち
、
今
回
の

職
員
等
給
与
削
減
分
で
約

１
千
５
百
万
円
手
当
て
出

来
る
が
、
残
り
約
２
千
５
百

万
円
分
は
ど
う
す
る
の
か
。

（
総
務
課
長
） 

　
国
の
要
請
を
全
て
呑
ん
だ

わ
け
で
は
な
い
。
残
り
は
事

業
の
精
査
を
十
分
に
や
り
、

無
駄
を
省
い
て
い
く
。

（
三
好
議
員
）

　
国
の
や
り
か
た
は
お
か
し

い
。
き
ち
ん
と
言
う
べ
き
事

は
言
う
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

（
町
長
）

　
苦
渋
の
選
択
で
あ
る
事
は

確
か
だ
。
今
後
は
毅
然
と

し
た
態
度
で
取
り
組
む
。

  

討
　 論

【
反
対
】
藤
田
議
員

　地
方
交
付
税
の一
方
的
な

削
減
は
、
地
方
自
治
制
度

の
根
幹
を
揺
る
が
す
問
題
で

あ
り
、
反
対
で
あ
る
。

【
賛
成
】
関
議
員

　
年
功
に
よ
り
削
減
率
に
差

を
つ
け
配
慮
し
て
い
る
し
、
町

長
は
自
ら
10
％
を
課
し
て
い

る
。
反
対
す
る
理
由
が
な
い
。  

議
会
は
ど
う
す
る

〔
10
〕
議
員
発
議

ま
ん
の
う
町
議
会
議
員
の

議
員
報
酬
の
臨
時
特
例
に

関
す
る
条
例
制
定

提
案
者
　
田
岡
秀
俊
議
員

賛
成
者
　
合
田
正
夫
議
員

　
〃
　
　
白
川
正
樹
議
員

　
執
行
部
の
給
与
削
減
だ

け
で
な
く
、
こ
の
際
、
議

員
も
自
ら
報
酬
カ
ッ
ト
し
、

共
に
痛
み
を
分
か
ち
合
う

べ
き
で
あ
る
。

  

討
　 論

【
反
対
】
藤
田
議
員

　
　
さ
き
ほ
ど
の
職
員
給
与

削
減
自
体
が
問
題
で
あ
り
、

こ
れ
も
地
方
自
治
を
否
定

す
る
も
の
で
反
対
で
あ
る
。

【
賛
成
】
合
田
議
員

　
町
長
は
じ
め
職
員
給
与

は
削
減
す
る
の
に
、
議
員
は

そ
の
ま
ま
と
い
う
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
賛
成
で
あ
る
。

【
反
対
】
本
屋
敷
議
員

　
職
業
議
員
と
し
て
は
、

今
後
若
い
議
員
が
ど
ん
ど
ん

出
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

議
員
報
酬
が
下
が
る
こ
と
は

そ
れ
を
困
難
と
す
る
と
考

え
る
の
で
反
対
で
あ
る
。

【
賛
成
】
白
川
正
樹
議
員

　
町
民
の
目
線
で
考
え
、

職
員
を
下
げ
、
自
ら
を
下

げ
な
い
と
い
う
の
は
住
民
に

説
明
で
き
な
い
の
で
賛
成
で

あ
る
。

 統合予定の仲南保育所の運動会
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問
ゼ
ロ・ウ
ェ
イ
ス
ト

活
動
の
推
進
を

先
進
地
の
活
動
を

研
究
し
検
討
す
る

答

　
ウ
ェ
イ
ス
ト
と
は〝
ご
み
〞

〝
廃
棄
物
”
と
い
う
意
味
。

地
球
温
暖
化
防
止
策
の
ひ

と
つ
と
し
て
全
国
で
、ゼ

ロ・ウ
ェ
イ
ス
ト（
ご
み
ゼ
ロ

を
目
指
し
て
）活
動
に
取
り

組
む
と
こ
ろ
が
増
え
て
い

る
。最
も
盛
ん
な
と
こ
ろ
が

徳
島
県
上
勝
町
で
あ
り
、生

ご
み
は
各
家
庭
で
ほ
と
ん

ど
堆
肥
化
、そ
の
他
の
ゴ
ミ

も
34
〜
38
分
別
し
、住
民
が

町
唯
一
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
自
主
的
に
持
ち
込
む

徹
底
ぶ
り
で
あ
る
。リ
サ
イ

ク
ル（
再
資
源
化
）率
は
約

80
%
で
あ
る
。わ
が
町
の
状

況
は
ど
う
な
の
か
？
ご
み

ゼ
ロ
を
目
指
し
て
取
り
組

む
考
え
は
あ
る
か
。

（
町
長
）

　
不
燃
ご
み
、資
源
ご
み
は

減
少
傾
向
だ
が
、可
燃
ご
み

は
や
や
増
加
傾
向
で
あ
る
。

リ
サ
イ
ク
ル
率
は
、

現
在
2
6
.
9
%

で
あ
る
。環
境
保

全
や
資
源
保
護

の
た
め
、4
R
活

動
を
今
後
一
層
啓

発
推
進
し
、住
民

と
の
協
働
の
取

り
組
み
と
し
て
、

効
果
的・効
率
的

な
ご
み
処
理
を

検
討
し
て
い
く
。

（
住
民
生
活
課
長
）

　
年
間
の
家
庭
ご
み
の
総

収
集
量
は
約
3
0
0
0
ｔ

弱
で
あ
り
、ご
み
袋
、資
源
ご

み
販
売
収
入
を
差
し
引
い

て
も
、年
間
約
１
億
円（
一
人

あ
た
り
5
0
0
0
円
弱
）の

経
費
が
か
か
っ
て
い
る
。

田
岡  

秀
俊 

議
員

・環
境
問
題

本
屋
敷

　崇
議
員

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
件
に
お
い
て
、
町
長
の
姿
勢
は
お
か
し
く
な
い
の
か

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
活
動
の
推
進
を

田
岡

　秀
俊
議
員

大
西

　

  

豊
議
員

大
成
グ
ル
ー
プ
と
の
契
約
を
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
の
か 

他

関

　

  

洋
三
議
員

「
ピ
ロ
リ
菌
リ
ス
ク
検
査
」
の
導
入
を

や
り
直
し
工
事
の
生
徒
へ
の
対
応 

他

三
好

　勝
利
議
員

仲
南
地
区
の
幼
保
一
体
化
総
合
保
育
園
の
進
捗
状
況
は 

他

白
川

　正
樹
議
員

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
今
後
の
対
応
は 

他

白
川

　年
男
議
員

仲
南
支
所
周
辺
の
有
効
活
用
を

川
原

　茂
行
議
員

川
西
米
希
子
議
員

若
者
に
魅
力
あ
る
農
業
に
向
け
て

議員が町の考えを問う

←
中
讃
広
域
最
終
処
分
場

　「
エ
コ
ラ
ン
ド
林
ヶ
谷
」

　現
在
の
ゴ
ミ
埋
め
立
て
状
況

 

特
別
委
員
会
の
設
置

　
壁
の
無
断
変
更
等
を
受

け
、
今
後
、
議
会
と
し
て

町
民
が
納
得
で
き
る
体
制

に
す
る
た
め
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
件

対
策
特
別
委
員
会
を
設
置

す
る
の
か
ど
う
か
。

  

討
　 論

【
反
対
】
合
田
議
員

　
５
月
に
満
濃
中
学
校
改

築
調
査
特
別
委
員
会
を
廃

止
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
新
た
に
特
別
委
員
会

を
設
置
し
よ
う
と
す
る
経

緯
と
、
全
員
で
な
く
13
人
で

の
設
置
に
納
得
が
い
か
な
い
。

【
賛
成
】
本
屋
敷
議
員

　
前
回
の
特
別
委
員
会
と

今
回
の
特
別
委
員
会
で
は

意
味
合
い
が
ま
っ
た
く
違

う
。

　
人
数
は
、
全
員
協
議
会

等
を
経
て
決
ま
っ
た
こ
と
で

あ
る
の
で
異
議
は
な
い
。

 

工
事
請
負
契
約

　
仲
南
小
学
校
の
新
築

プ
ー
ル
を
約
１
億
２
０
０

０
万
円
で
㈱
合
田
工
務
店

と
請
負
契
約
を
結
ぶ
の
か
。

  

討
　 論

【
反
対
】
本
屋
敷
議
員

　
　
議
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
意
見
が

反
映
さ
れ
て
な
く
、
地
元

業
者
育
成
の
考
え
も
な
い
。

さ
ら
に
は
、
１
回
目
で
９
９
．

４
％
と
言
う
落
札
率
も
納

得
が
い
か
な
い
。

【
賛
成
】
白
川
年
男
議
員

　
委
員
会
で
も
十
分
に
審

議
さ
れ
、
今
回
の
プ
ー
ル
の

設
計
が
今
ま
で
の
他
校
の
事

業
を
ふ
ま
え
精
査
し
て
い

る
。
金
額
も
妥
当
で
あ
る

と
考
え
る
。

第
３
回
臨
時
会

第
２
回
臨
時
会

 
道
州
制
に
断
固
反
対

〔
11
〕
道
州
制
導
入
に
断
固

　
　

  

反
対
す
る
意
見
書

　
現
在
の
国
の
流
れ
と
し

て
、
強
引
な
道
州
制
へ
の

動
き
が
見
ら
れ
る
た
め
、

議
会
と
し
て
国
に
対
し
断

固
反
対
す
る
意
見
書
を
提

出
す
る
の
か
ど
う
か
。

  

討
　 論

【
反
対
】
川
西
議
員

　道
州
制
は
、
国
と
地
方

の
役
割
分
担
を
明
確
に
す
る

こ
と
で
、
地
域
の
効
率
的
効

果
的
な
行
政
改
革
が
可
能

と
な
る
。

　
国
会
議
員
等
の
大
幅
削

減
や
二
重
行
政
の
解
消
、
ま

た
、
地
域
の
個
性
や
独
自

色
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
の

で
反
対
で
あ
る
。

【
賛
成
】
川
原
議
員

　具
体
的
な
話
が
地
方
に

無
い
ま
ま
で
、
導
入
が
国
に

お
い
て
一
方
的
に
議
論
さ
れ

る
こ
と
は
お
か
し
い
の
で
賛

成
で
あ
る
。

【
反
対
】
田
岡
議
員

　「
道
州
制
導
入
は
慎
重
に

考
え
る
べ
き
」
で
あ
る
な
ら

ば
賛
成
で
き
る
が
、「
断
固

反
対
す
る
」
と
い
う
文
言
で

は
賛
成
で
き
な
い
。

【
賛
成
】
髙
木
議
員

　「
断
固
反
対
す
る
」
と
い

う
表
現
は
、
地
方
の
現
状

を
表
し
て
い
る
も
の
で
あ
る

と
考
え
る
。

　
国
と
し
て
は
も
っ
と
地
方

の
意
見
を
聞
く
べ
き
で
あ
る

と
考
え
る
の
で
賛
成
で
あ
る
。

意
見
伯
仲

議
会
の
中
で

が
っ
ぷ
り
四
つ
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問
ゼ
ロ・ウ
ェ
イ
ス
ト

活
動
の
推
進
を

先
進
地
の
活
動
を

研
究
し
検
討
す
る

答

　
ウ
ェ
イ
ス
ト
と
は〝
ご
み
〞

〝
廃
棄
物
”
と
い
う
意
味
。

地
球
温
暖
化
防
止
策
の
ひ

と
つ
と
し
て
全
国
で
、ゼ

ロ・ウ
ェ
イ
ス
ト（
ご
み
ゼ
ロ

を
目
指
し
て
）活
動
に
取
り

組
む
と
こ
ろ
が
増
え
て
い

る
。最
も
盛
ん
な
と
こ
ろ
が

徳
島
県
上
勝
町
で
あ
り
、生

ご
み
は
各
家
庭
で
ほ
と
ん

ど
堆
肥
化
、そ
の
他
の
ゴ
ミ

も
34
〜
38
分
別
し
、住
民
が

町
唯
一
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
自
主
的
に
持
ち
込
む

徹
底
ぶ
り
で
あ
る
。リ
サ
イ

ク
ル（
再
資
源
化
）率
は
約

80
%
で
あ
る
。わ
が
町
の
状

況
は
ど
う
な
の
か
？
ご
み

ゼ
ロ
を
目
指
し
て
取
り
組

む
考
え
は
あ
る
か
。

（
町
長
）

　
不
燃
ご
み
、資
源
ご
み
は

減
少
傾
向
だ
が
、可
燃
ご
み

は
や
や
増
加
傾
向
で
あ
る
。

リ
サ
イ
ク
ル
率
は
、

現
在
2
6
.
9
%

で
あ
る
。環
境
保

全
や
資
源
保
護

の
た
め
、4
R
活

動
を
今
後
一
層
啓

発
推
進
し
、住
民

と
の
協
働
の
取

り
組
み
と
し
て
、

効
果
的・効
率
的

な
ご
み
処
理
を

検
討
し
て
い
く
。

（
住
民
生
活
課
長
）

　
年
間
の
家
庭
ご
み
の
総

収
集
量
は
約
3
0
0
0
ｔ

弱
で
あ
り
、ご
み
袋
、資
源
ご

み
販
売
収
入
を
差
し
引
い

て
も
、年
間
約
１
億
円（
一
人

あ
た
り
5
0
0
0
円
弱
）の

経
費
が
か
か
っ
て
い
る
。

田
岡  

秀
俊 

議
員

・環
境
問
題

本
屋
敷

　崇
議
員

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
件
に
お
い
て
、
町
長
の
姿
勢
は
お
か
し
く
な
い
の
か

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
活
動
の
推
進
を

田
岡

　秀
俊
議
員

大
西

　
  

豊
議
員

大
成
グ
ル
ー
プ
と
の
契
約
を
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
の
か 

他

関

　

  

洋
三
議
員

「
ピ
ロ
リ
菌
リ
ス
ク
検
査
」
の
導
入
を

や
り
直
し
工
事
の
生
徒
へ
の
対
応 

他

三
好

　勝
利
議
員

仲
南
地
区
の
幼
保
一
体
化
総
合
保
育
園
の
進
捗
状
況
は 

他

白
川

　正
樹
議
員

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
今
後
の
対
応
は 

他

白
川

　年
男
議
員

仲
南
支
所
周
辺
の
有
効
活
用
を

川
原

　茂
行
議
員

川
西
米
希
子
議
員

若
者
に
魅
力
あ
る
農
業
に
向
け
て

議員が町の考えを問う

←
中
讃
広
域
最
終
処
分
場

　「
エ
コ
ラ
ン
ド
林
ヶ
谷
」

　現
在
の
ゴ
ミ
埋
め
立
て
状
況

 

特
別
委
員
会
の
設
置

　
壁
の
無
断
変
更
等
を
受

け
、
今
後
、
議
会
と
し
て

町
民
が
納
得
で
き
る
体
制

に
す
る
た
め
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
件

対
策
特
別
委
員
会
を
設
置

す
る
の
か
ど
う
か
。

  

討
　 論

【
反
対
】
合
田
議
員

　
５
月
に
満
濃
中
学
校
改

築
調
査
特
別
委
員
会
を
廃

止
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
新
た
に
特
別
委
員
会

を
設
置
し
よ
う
と
す
る
経

緯
と
、
全
員
で
な
く
13
人
で

の
設
置
に
納
得
が
い
か
な
い
。

【
賛
成
】
本
屋
敷
議
員

　
前
回
の
特
別
委
員
会
と

今
回
の
特
別
委
員
会
で
は

意
味
合
い
が
ま
っ
た
く
違

う
。

　
人
数
は
、
全
員
協
議
会

等
を
経
て
決
ま
っ
た
こ
と
で

あ
る
の
で
異
議
は
な
い
。

 

工
事
請
負
契
約

　
仲
南
小
学
校
の
新
築

プ
ー
ル
を
約
１
億
２
０
０

０
万
円
で
㈱
合
田
工
務
店

と
請
負
契
約
を
結
ぶ
の
か
。

  

討
　 論

【
反
対
】
本
屋
敷
議
員

　
　
議
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
意
見
が

反
映
さ
れ
て
な
く
、
地
元

業
者
育
成
の
考
え
も
な
い
。

さ
ら
に
は
、
１
回
目
で
９
９
．

４
％
と
言
う
落
札
率
も
納

得
が
い
か
な
い
。

【
賛
成
】
白
川
年
男
議
員

　
委
員
会
で
も
十
分
に
審

議
さ
れ
、
今
回
の
プ
ー
ル
の

設
計
が
今
ま
で
の
他
校
の
事

業
を
ふ
ま
え
精
査
し
て
い

る
。
金
額
も
妥
当
で
あ
る

と
考
え
る
。

第
３
回
臨
時
会

第
２
回
臨
時
会

 

道
州
制
に
断
固
反
対

〔
11
〕
道
州
制
導
入
に
断
固

　
　

  

反
対
す
る
意
見
書

　
現
在
の
国
の
流
れ
と
し

て
、
強
引
な
道
州
制
へ
の

動
き
が
見
ら
れ
る
た
め
、

議
会
と
し
て
国
に
対
し
断

固
反
対
す
る
意
見
書
を
提

出
す
る
の
か
ど
う
か
。

  

討
　 論

【
反
対
】
川
西
議
員

　道
州
制
は
、
国
と
地
方

の
役
割
分
担
を
明
確
に
す
る

こ
と
で
、
地
域
の
効
率
的
効

果
的
な
行
政
改
革
が
可
能

と
な
る
。

　
国
会
議
員
等
の
大
幅
削

減
や
二
重
行
政
の
解
消
、
ま

た
、
地
域
の
個
性
や
独
自

色
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
の

で
反
対
で
あ
る
。

【
賛
成
】
川
原
議
員

　具
体
的
な
話
が
地
方
に

無
い
ま
ま
で
、
導
入
が
国
に

お
い
て
一
方
的
に
議
論
さ
れ

る
こ
と
は
お
か
し
い
の
で
賛

成
で
あ
る
。

【
反
対
】
田
岡
議
員

　「
道
州
制
導
入
は
慎
重
に

考
え
る
べ
き
」
で
あ
る
な
ら

ば
賛
成
で
き
る
が
、「
断
固

反
対
す
る
」
と
い
う
文
言
で

は
賛
成
で
き
な
い
。

【
賛
成
】
髙
木
議
員

　「
断
固
反
対
す
る
」
と
い

う
表
現
は
、
地
方
の
現
状

を
表
し
て
い
る
も
の
で
あ
る

と
考
え
る
。

　
国
と
し
て
は
も
っ
と
地
方

の
意
見
を
聞
く
べ
き
で
あ
る

と
考
え
る
の
で
賛
成
で
あ
る
。

意
見
伯
仲

議
会
の
中
で

が
っ
ぷ
り
四
つ
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大
西
　  

豊 

議
員

　
平
成
23
年
8
月
30
日
満

濃
中
学
校
等
複
合
施

設
事
業
総
額
81
億
5

千
万
円
で
25
年
間
契

約
し
箱
物
約
35
億
円

建
設
。4
月
供
用
開

始
直
後
の
授
業
中
3

回
破
損
、体
育
館
の

壁
が
無
断
で
9
㎜
か

ら
６
㎜
に
変
更
。

　
議
会
が
破
壊
検
査

を
要
求
し
実
施
し
、複
数
の

不
良
個
所
が
発
覚
。

　
契
約
を
見
直
し
町
主
導

の
管
理
体
制
に
す
べ
き
だ
。

（
町
長
）

　
町
に
説
明
が
な
く
、
設

計
変
更
し
た
と
い
う
事
は

契
約
違
反
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
事
態
に
な
っ
た
原

因
を
究
明
し
、
検
証
を
進

め
、
本
町
に
と
っ
て
最
善

策
を
探
っ
て
い
く
。

　
木
造
造
作
工
事
を
町
内

業
者
に
発
注
。公
的
価
格
調

査
資
料
に
記
載
の
な
い
項

目
が
多
く
、大
成
建
設
㈱
作

業
所
長
に
対
し
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
実
施
と
あ
る
が
、今
回
壁

が
無
断
で
変
更
さ
れ
破
損

個
所
の
設
計
図
書
と
の
整

合
性
を
再
度
外
部
監
査
す

べ
き
だ
。

（
町
長
）

　
工
事
管
理
業
務
の
監
査

の
方
法
、内
容
、そ
の
結
果
妥

当
な
監
理
が
行
わ
れ
て
い
る

と
の
報
告
を
受
け
て
お
る
。

体
育
館
の
事
象
の
よ
う
な
事

態
に
な
っ
た
事
は
適
正
に
実

施
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
の

疑
い
は
拭
い
き
れ
ず
、早
急

に
原
因
を
究
明
し
て
い
く
。

川
西
米
希
子 

議
員

問
大
成
グ
ル
ー
プ
と
の

契
約
を
見
直
す
べ
き

で
は
な
い
の
か

問
個
別
外
部
監
査
の

指
摘
事
項
を

最
善
策
を

探
っ
て
い
く

答

早
急
に
原
因
を

究
明

答

　

ピ
ロ
リ
菌
が
胃
が
ん
の

大
き
な
原
因
で
あ
る
こ
と

は
国
も
認
め
て
い
る
。全
国

的
に
は
既
に
導
入
し
て
い
る

自
治
体
も
あ
る
が
、住
民
の

命
を
守
る
対
策
の
ひ
と
つ
と

し
て
、本
町
も
住
民
検
診
に

「
ピ
ロ
リ
菌
リ
ス
ク
検
査
」

の
導
入
を
し
て
は
ど
う
か
。

　（
町
長
）

　
現
在
厚
生
労
働
省
に
お

い
て
も
「
ピ
ロ
リ
菌
検

査
」
も
含
め
新

し
い
胃
が
ん
検

診
の
方
法
が
研

究
さ
れ
て
い
る
。

　
本
町
と
し
て

も
、
近
隣
市
町

の
動
向
を
見
な

が
ら
「
ピ
ロ
リ

菌
リ
ス
ク
検

査
」
の
導
入
に

つ
い
て
検
討
し

て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
今
す
ぐ
の
導
入
実
施
は

難
し
い
が
、
「
広
報
ま
ん

の
う
」
や
健
康
増
進
課
で

実
施
の
健
康
相
談
を
通
じ

て
「
ピ
ロ
リ
菌
リ
ス
ク
検

査
」
や
「
ピ
ロ
リ
菌
除
菌

治
療
」
の
情
報
提
供
に
努

め
て
い
く
。

問答

・Ｐ
Ｆ
Ｉ
問
題

破壊検査した壁内部

問
答
「ピロリ菌リスク検査」の導入を
町民の要望は高まってくると考えている

・胃がん対策

病院でピロリ菌検査の説明をうける患者（イメージ）

川
原  

茂
行 

議
員

幼保一体化の長炭保育所

三
好  

勝
利 

議
員

現
在
、設
計
の

公
募
の
段
階
で
あ
る

答

十
分
関
与
し
、

指
導
し
て
い
く

答

　
今
回
で
３
回
目
と
な
る

が
、地
元
関
係
者
が
待
望
し

て
い
る
仲
南
地
区
の
幼
保
一

体
化
総
合
保
育
園
の
進
捗

を
問
う
。

（
町
長
）

　
検
討
委
員
会
の
答
申
を

受
け
、
２
つ
の
幼
稚
園
を
統

合
し
、
保
育
園
を
併
設
。

　
現
在
、
設
計
の
公
募
を

行
っ
て
お
り
、
今
回
の
予

算
で
造
成
工
事
費
を
組
ん

で
い
る
。

　
少
し
遅
れ
て
い
る
が
、

近
隣
町
に
無
い
立
派
な
園

を
作
り
た
い
。

　
公
共
工
事
に
お
い
て
、仕

事
の
配
分
を
均
等
に
す
る

事
は
で
き
な
い
の
か
。ま
た
、

下
請
け
へ
の
丸
投
げ
は
監
視

し
て
い
る
の
か
。

　
町
内
業
者
の
育
成
を
最
優

先
と
し
て
の
発
注
、お
よ
び
、

現
場
の
重
複
は
な
い
の
か
。

（
町
長
）

　
一
般
競
争
入
札
、
随
意
契

約
と
も
に
、
事
業
所
所
在
用

件
、
等
級
格
付
け
に
も
と
づ

い
て
発
注
し
て
い
る
。

　
丸
投
げ
は
、
手
抜
き
や
労

働
条
件
の
悪
化
、
中
間
搾
取

や
能
力
の
無
い
業
者
が
は
び

こ
る
事
に
も
な
り
か
ね
な

い
。
現
下
で
は
、
一
括
下
請

け
は
無
い
と
思
う
が
、
十
分

関
与
し
指
導
し
て
い
く
。

　
町
内
業
者
の
育
成
に
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
。

問
仲
南
地
区
の
幼
保

一
体
化
総
合
保
育
園

の
進
捗
状
況
は

問
公
共
工
事
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
指
導
を

し
て
い
る
の
か

・地
元
育
成
を

・幼
保
一
体

成
長
戦
略
の
一
つ

と
し
て
考
え
て
い
く

　
地
域
の
農
業
と
農
村
を

守
る
た
め
に
は
、意
欲
あ
る

青
年
就
農
者
の
確
保
が
重

要
で
あ
る
。担
い
手
の
育
成

に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

　
現
在
の
農
業
は
、今
ま
で

よ
り
も
効
率
的
に
か
つ
戦

略
的
に
な
っ
て
い
る
。

　
若
者
た
ち
の
要
求
を
も
っ

と
把
握
し
、さ
ら
に
は
そ
の

要
求
に
合
わ
せ
、町
と
し
て

の
成
長
戦
略
と
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

（
町
長
）

　
青
年
就
農
者
は
、
地
域

に
お
い
て
農
地
プ
ラ
ン
の
中

心
的
な
担
い
手
に
位
置
付
け

ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　
現
在
の
制
度
と
し
て

は
、
準
備
型
と
し
て
就
農

し
た
い
若
者
に
対
し
５
年

間
年
１
５
０
万
円
の
補
助

金
が
出
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
５
年

が
経
っ
た
後
に
離
職
す
る

若
者
が
３
割
ほ
ど
存
在

し
、
現
在
の
制
度
と
し
て

は
、
若
者
に
と
っ
て
農
業

で
生
活
し
て
い
く
事
は
難

し
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
今
後
の
国
や
県
の
動
向
、

ま
た
、
農
協
と
も
連
携
し
て

町
の
成
長
戦
略
の
一
つ
と
し

て
考
え
て
い
き
た
い
。

若
者
に
魅
力
あ
る

農
業
に
向
け
て

・農
業
に
若
い
力
を

現在の農業の主流である稲作

答

問
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大
西
　  

豊 

議
員

　
平
成
23
年
8
月
30
日
満

濃
中
学
校
等
複
合
施

設
事
業
総
額
81
億
5

千
万
円
で
25
年
間
契

約
し
箱
物
約
35
億
円

建
設
。4
月
供
用
開

始
直
後
の
授
業
中
3

回
破
損
、体
育
館
の

壁
が
無
断
で
9
㎜
か

ら
６
㎜
に
変
更
。

　
議
会
が
破
壊
検
査

を
要
求
し
実
施
し
、複
数
の

不
良
個
所
が
発
覚
。

　
契
約
を
見
直
し
町
主
導

の
管
理
体
制
に
す
べ
き
だ
。

（
町
長
）

　
町
に
説
明
が
な
く
、
設

計
変
更
し
た
と
い
う
事
は

契
約
違
反
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
事
態
に
な
っ
た
原

因
を
究
明
し
、
検
証
を
進

め
、
本
町
に
と
っ
て
最
善

策
を
探
っ
て
い
く
。

　
木
造
造
作
工
事
を
町
内

業
者
に
発
注
。公
的
価
格
調

査
資
料
に
記
載
の
な
い
項

目
が
多
く
、大
成
建
設
㈱
作

業
所
長
に
対
し
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
実
施
と
あ
る
が
、今
回
壁

が
無
断
で
変
更
さ
れ
破
損

個
所
の
設
計
図
書
と
の
整

合
性
を
再
度
外
部
監
査
す

べ
き
だ
。

（
町
長
）

　
工
事
管
理
業
務
の
監
査

の
方
法
、内
容
、そ
の
結
果
妥

当
な
監
理
が
行
わ
れ
て
い
る

と
の
報
告
を
受
け
て
お
る
。

体
育
館
の
事
象
の
よ
う
な
事

態
に
な
っ
た
事
は
適
正
に
実

施
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
の

疑
い
は
拭
い
き
れ
ず
、早
急

に
原
因
を
究
明
し
て
い
く
。

川
西
米
希
子 

議
員

問
大
成
グ
ル
ー
プ
と
の

契
約
を
見
直
す
べ
き

で
は
な
い
の
か

問
個
別
外
部
監
査
の

指
摘
事
項
を

最
善
策
を

探
っ
て
い
く

答

早
急
に
原
因
を

究
明

答

　

ピ
ロ
リ
菌
が
胃
が
ん
の

大
き
な
原
因
で
あ
る
こ
と

は
国
も
認
め
て
い
る
。全
国

的
に
は
既
に
導
入
し
て
い
る

自
治
体
も
あ
る
が
、住
民
の

命
を
守
る
対
策
の
ひ
と
つ
と

し
て
、本
町
も
住
民
検
診
に

「
ピ
ロ
リ
菌
リ
ス
ク
検
査
」

の
導
入
を
し
て
は
ど
う
か
。

　（
町
長
）

　
現
在
厚
生
労
働
省
に
お

い
て
も
「
ピ
ロ
リ
菌
検

査
」
も
含
め
新

し
い
胃
が
ん
検

診
の
方
法
が
研

究
さ
れ
て
い
る
。

　
本
町
と
し
て

も
、
近
隣
市
町

の
動
向
を
見
な

が
ら
「
ピ
ロ
リ

菌
リ
ス
ク
検

査
」
の
導
入
に

つ
い
て
検
討
し

て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
今
す
ぐ
の
導
入
実
施
は

難
し
い
が
、
「
広
報
ま
ん

の
う
」
や
健
康
増
進
課
で

実
施
の
健
康
相
談
を
通
じ

て
「
ピ
ロ
リ
菌
リ
ス
ク
検

査
」
や
「
ピ
ロ
リ
菌
除
菌

治
療
」
の
情
報
提
供
に
努

め
て
い
く
。

問答

・Ｐ
Ｆ
Ｉ
問
題

破壊検査した壁内部

問
答
「ピロリ菌リスク検査」の導入を
町民の要望は高まってくると考えている

・胃がん対策

病院でピロリ菌検査の説明をうける患者（イメージ）

川
原  

茂
行 

議
員

幼保一体化の長炭保育所

三
好  

勝
利 

議
員

現
在
、設
計
の

公
募
の
段
階
で
あ
る

答

十
分
関
与
し
、

指
導
し
て
い
く

答

　
今
回
で
３
回
目
と
な
る

が
、地
元
関
係
者
が
待
望
し

て
い
る
仲
南
地
区
の
幼
保
一

体
化
総
合
保
育
園
の
進
捗

を
問
う
。

（
町
長
）

　
検
討
委
員
会
の
答
申
を

受
け
、
２
つ
の
幼
稚
園
を
統

合
し
、
保
育
園
を
併
設
。

　
現
在
、
設
計
の
公
募
を

行
っ
て
お
り
、
今
回
の
予

算
で
造
成
工
事
費
を
組
ん

で
い
る
。

　
少
し
遅
れ
て
い
る
が
、

近
隣
町
に
無
い
立
派
な
園

を
作
り
た
い
。

　
公
共
工
事
に
お
い
て
、仕

事
の
配
分
を
均
等
に
す
る

事
は
で
き
な
い
の
か
。ま
た
、

下
請
け
へ
の
丸
投
げ
は
監
視

し
て
い
る
の
か
。

　
町
内
業
者
の
育
成
を
最
優

先
と
し
て
の
発
注
、お
よ
び
、

現
場
の
重
複
は
な
い
の
か
。

（
町
長
）

　
一
般
競
争
入
札
、
随
意
契

約
と
も
に
、
事
業
所
所
在
用

件
、
等
級
格
付
け
に
も
と
づ

い
て
発
注
し
て
い
る
。

　
丸
投
げ
は
、
手
抜
き
や
労

働
条
件
の
悪
化
、
中
間
搾
取

や
能
力
の
無
い
業
者
が
は
び

こ
る
事
に
も
な
り
か
ね
な

い
。
現
下
で
は
、
一
括
下
請

け
は
無
い
と
思
う
が
、
十
分

関
与
し
指
導
し
て
い
く
。

　
町
内
業
者
の
育
成
に
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
。

問
仲
南
地
区
の
幼
保

一
体
化
総
合
保
育
園

の
進
捗
状
況
は

問
公
共
工
事
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
指
導
を

し
て
い
る
の
か

・地
元
育
成
を

・幼
保
一
体

成
長
戦
略
の
一
つ

と
し
て
考
え
て
い
く

　
地
域
の
農
業
と
農
村
を

守
る
た
め
に
は
、意
欲
あ
る

青
年
就
農
者
の
確
保
が
重

要
で
あ
る
。担
い
手
の
育
成

に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

　
現
在
の
農
業
は
、今
ま
で

よ
り
も
効
率
的
に
か
つ
戦

略
的
に
な
っ
て
い
る
。

　
若
者
た
ち
の
要
求
を
も
っ

と
把
握
し
、さ
ら
に
は
そ
の

要
求
に
合
わ
せ
、町
と
し
て

の
成
長
戦
略
と
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

（
町
長
）

　
青
年
就
農
者
は
、
地
域

に
お
い
て
農
地
プ
ラ
ン
の
中

心
的
な
担
い
手
に
位
置
付
け

ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　
現
在
の
制
度
と
し
て

は
、
準
備
型
と
し
て
就
農

し
た
い
若
者
に
対
し
５
年

間
年
１
５
０
万
円
の
補
助

金
が
出
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
５
年

が
経
っ
た
後
に
離
職
す
る

若
者
が
３
割
ほ
ど
存
在

し
、
現
在
の
制
度
と
し
て

は
、
若
者
に
と
っ
て
農
業

で
生
活
し
て
い
く
事
は
難

し
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
今
後
の
国
や
県
の
動
向
、

ま
た
、
農
協
と
も
連
携
し
て

町
の
成
長
戦
略
の
一
つ
と
し

て
考
え
て
い
き
た
い
。

若
者
に
魅
力
あ
る

農
業
に
向
け
て

・農
業
に
若
い
力
を

現在の農業の主流である稲作

答

問
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関
　  

洋
三 

議
員

　
満
濃
中
学
校
体
育
館
の

内
壁
や
り
直
し
工
事
は
大

人
社
会
の
信
頼
を
損
な
う

事
案
だ
が
、生
徒
へ
の
影
響

に
つ
い
て
今
後
ど
の
よ
う
に

対
応
す
る
の
か
。

（
教
育
長
）

　
子
ど
も
達
に
は
、
大
人

社
会
へ
の
不
信
感
を
抱
く

結
果
と
な
っ
た
。
社
会
の

厳
し
さ
を
今
回
の
事
例
を

も
っ
て
子
ど
も
達
に
示
す

機
会
と
捉
え
た
い
。
自
分

の
行
い
に
は
責
任
を
持
つ

自
律
の
精
神
を
子
ど
も
達

に
学
ば
せ
る
指
導
に
つ
と

め
る
と
共
に
、
自
ら
え
り

を
正
し
て
子
ど
も
達
に
関

わ
っ
て
い
き
た
い
。

　
敬
老
会
が
各
地
区
で
実

施
さ
れ
て
い
る
。参
加
率
を

高
め
る
工
夫
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

（
町
長
）

　
開
催
事
業
費
を
出
席
者
一

人
に
付
き
２
０
０
０
円
と
し

て
参
加
率
向
上
に
努
め
る
ほ

か
、職
員
に
も
地
域
行
事
に

は
積
極
的
に
関
わ
り
を
持
つ

よ
う
要
請
し
て
い
る
。

問
参
加
者
増
加
の

工
夫
は

問
や
り
直
し
工
事
の

生
徒
へ
の
対
応

責
任
と
自
律
の

精
神
を
学
ば
せ
る

答

参
加
者
一
人
に

付
き
２
０
０
０
円

答

・教
　育

・敬
老
会

新体育館内部の様子

敬老会の様子

議会に報告せず手直しした部分

本
屋
敷  

崇 

議
員

問
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
件
に
お
い
て
、

町
長
の
姿
勢
は

お
か
し
く
な
い
の
か

　
前
回
、町
長
自
ら「
議
会
、

町
民
に
納
得
で
き
る
よ
う

に
対
応
す
る
。」と
言
っ
て
い

た
が
、納
得
が
い
か
な
い
。

・
壁
の
破
壊
検
査
も
議
会
か

ら
の
要
望
で
あ
る
。

・国
、県
へ
の
要
望
に
対
し
議

会
と
足
並
み
を
そ
ろ
え
る

気
が
な
い
。

・
壁
が
壊
れ
た
後
に
、設
計

図
書
を
大
成
建
設
に
返
し

て
い
る
。

・
支
払
い
時
期
に
、仕
事
の

精
査
を
せ
ず
に
お
金
を

払
っ
て
し
ま
っ
た
。

・契
約
時
に
、一
人
で
大
成
建

設
に
交
渉
に
行
っ
て
い
る
。

　
本
来
、真
っ
先
に
怒
る
べ
き

町
長
が
、お
こ
な
う
べ
き
行

動
で
は
な
い
よ
う
に
考
え
る
。

（
町
長
）

　
壁
の
破
壊
検
査
の
場
を

作
っ
た
の
は
私
で
あ
る

し
、
契
約
時
に
大
成
建
設

に
行
っ
た
の
は
、
担
当
者

と
二
人
で
行
っ
た
。

　
そ
の
ほ
か
に
関
し
て
も
、

結
果
で
あ
り
努
力
は
し
て
い

る
つ
も
り
だ
が
、
議
員
全
て

に
納
得
し
て
も
ら
え
る
と
は

思
っ
て
い
な
い
。

全
て
の
議
員
に
納
得

し
て
も
ら
え
る
と
は

思
っ
て
い
な
い
。

答

・町
長
の
姿
勢
は

問答

壁に穴のあいた新体育館

検討している仲南支所周辺の様子

議
会
と
協
議

し
な
が
ら
調
査

答

森
林
組
合
と

協
議
が
必
要

答

・
体
育
館
内
壁
が
破
損
し
た

が
、今
後
、体
育
館
以
外
に

つ
い
て
は
、ど
の
様
に
点
検

調
査
し
て
ゆ
く
の
か
。

・長
期
に
わ
た
り「
ま
ん
で
が

ん
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
」に
維

持
管
理
を
ゆ
だ
ね
る
こ
と

は
い
か
が
な
も
の
か
。

（
町
長
）

　
体
育
館
内
壁
破
損
に
つ

い
て
は
残
念
に
思
っ
て
お

り
、
町
に
説
明
な
し
で
設

計
変
更
が
な
さ
れ
て
い
た

こ
と
に
疑
問
を
持
つ
。

　
今
後
、
議
会
と
協
議
し

な
が
ら
調
査
す
る
。

　
要
求
水
準
書
ど
お
り
業

務
が
実
施
さ
れ
て
い
た
か

ど
う
か
に
つ
い
て
も
検
証

す
る
。

　
契
約
に
つ
い
て
は
調
査

結
果
を
も
と
に
対
処
す
る
。

　
限
ら
れ
た
山
か
ら
持
続
的

に
収
入
を
得
て
ゆ
く
環
境
保

全
型
林
業
が
注
目
さ
れ
て
い

る
が
、わ
が
町
に
導
入
す
る

つ
も
り
は
な
い
の
か
。

（
町
長
）

　
自
伐
林
業
は
労
働
力
、

機
械
等
が
必
要
で
あ
り
、

面
積
が
狭
い
場
合
の
作
業

道
は
、
自
己
所
有
地
だ
け

で
は
難
し
く
地
域
で
の
話

し
合
い
が
必
要
。

　
取
り
組
み
を
進
め
る
た

め
に
、
森
林
組
合
が
中
心

に
な
り
森
林
整
備
を
お
願

い
し
た
い
。

問
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の

今
後
の
対
応
は

問
自
伐
林
業
で

地
域
再
生
を

・山
林
活
用

・中
学
校
問
題

　

建
物
と
し
て
仲
南
支
所
、

町
民
ホ
ー
ル
、農
改
セ
ン

タ
ー
、公
民
館
、小
学
校
、武

道
館
、東
保
育
所
、そ
し
て

新
し
く
出
来
る
幼
保
一
体
化

施
設
、屋
外
施
設
と
し
て
町

民
プ
ー
ル
、サ
ン
ス
ポ
ー
ツ

ラ
ン
ド
、テ
ニ
ス
場
、ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
、駐
車
場
、進
入

路
等
、全
体
的
な
視
野
に

立
っ
て
整
備
計

画
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る

が
、検
討
委
員

会
は
設
置
し
て

い
る
の
か
。

   

（
町
長
）

　
仲
南
支
所
周

辺
の
整
備
計
画

は
、
小
学
校
を

含
め
公
共
施
設

が
隣
接
し
て

い
る
。

　
今
後
、
総
合

的
に
計
画
、
協

議
し
将
来
支
障
の
な
い
よ

う
、
今
ま
で
以
上
に
活
気

あ
ふ
れ
、
町
民
が
利
用
し

や
す
い
場
所
に
す
る
。

　
そ
の
た
め
に
、
仲
南
支

所
整
備
検
討
委
員
会
を
設

置
し
て
い
る
。

白
川  

年
男 

議
員

白
川  

正
樹 

議
員

問
答
仲南支所周辺の有効活用を
仲南支所周辺整備検討委員会を設置

・整備計画

議会だよりまんのう町 2013 No.9 16

一
般
質
問



関
　  

洋
三 

議
員

　
満
濃
中
学
校
体
育
館
の

内
壁
や
り
直
し
工
事
は
大

人
社
会
の
信
頼
を
損
な
う

事
案
だ
が
、生
徒
へ
の
影
響

に
つ
い
て
今
後
ど
の
よ
う
に

対
応
す
る
の
か
。

（
教
育
長
）

　
子
ど
も
達
に
は
、
大
人

社
会
へ
の
不
信
感
を
抱
く

結
果
と
な
っ
た
。
社
会
の

厳
し
さ
を
今
回
の
事
例
を

も
っ
て
子
ど
も
達
に
示
す

機
会
と
捉
え
た
い
。
自
分

の
行
い
に
は
責
任
を
持
つ

自
律
の
精
神
を
子
ど
も
達

に
学
ば
せ
る
指
導
に
つ
と

め
る
と
共
に
、
自
ら
え
り

を
正
し
て
子
ど
も
達
に
関

わ
っ
て
い
き
た
い
。

　
敬
老
会
が
各
地
区
で
実

施
さ
れ
て
い
る
。参
加
率
を

高
め
る
工
夫
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

（
町
長
）

　
開
催
事
業
費
を
出
席
者
一

人
に
付
き
２
０
０
０
円
と
し

て
参
加
率
向
上
に
努
め
る
ほ

か
、職
員
に
も
地
域
行
事
に

は
積
極
的
に
関
わ
り
を
持
つ

よ
う
要
請
し
て
い
る
。

問
参
加
者
増
加
の

工
夫
は

問
や
り
直
し
工
事
の

生
徒
へ
の
対
応

責
任
と
自
律
の

精
神
を
学
ば
せ
る

答

参
加
者
一
人
に

付
き
２
０
０
０
円

答

・教
　育

・敬
老
会

新体育館内部の様子

敬老会の様子

議会に報告せず手直しした部分

本
屋
敷  

崇 

議
員

問
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
件
に
お
い
て
、

町
長
の
姿
勢
は

お
か
し
く
な
い
の
か

　
前
回
、町
長
自
ら「
議
会
、

町
民
に
納
得
で
き
る
よ
う

に
対
応
す
る
。」と
言
っ
て
い

た
が
、納
得
が
い
か
な
い
。

・
壁
の
破
壊
検
査
も
議
会
か

ら
の
要
望
で
あ
る
。

・国
、県
へ
の
要
望
に
対
し
議

会
と
足
並
み
を
そ
ろ
え
る

気
が
な
い
。

・
壁
が
壊
れ
た
後
に
、設
計

図
書
を
大
成
建
設
に
返
し

て
い
る
。

・
支
払
い
時
期
に
、仕
事
の

精
査
を
せ
ず
に
お
金
を

払
っ
て
し
ま
っ
た
。

・契
約
時
に
、一
人
で
大
成
建

設
に
交
渉
に
行
っ
て
い
る
。

　
本
来
、真
っ
先
に
怒
る
べ
き

町
長
が
、お
こ
な
う
べ
き
行

動
で
は
な
い
よ
う
に
考
え
る
。

（
町
長
）

　
壁
の
破
壊
検
査
の
場
を

作
っ
た
の
は
私
で
あ
る

し
、
契
約
時
に
大
成
建
設

に
行
っ
た
の
は
、
担
当
者

と
二
人
で
行
っ
た
。

　
そ
の
ほ
か
に
関
し
て
も
、

結
果
で
あ
り
努
力
は
し
て
い

る
つ
も
り
だ
が
、
議
員
全
て

に
納
得
し
て
も
ら
え
る
と
は

思
っ
て
い
な
い
。

全
て
の
議
員
に
納
得

し
て
も
ら
え
る
と
は

思
っ
て
い
な
い
。

答

・町
長
の
姿
勢
は

問答

壁に穴のあいた新体育館

検討している仲南支所周辺の様子

議
会
と
協
議

し
な
が
ら
調
査

答

森
林
組
合
と

協
議
が
必
要

答

・
体
育
館
内
壁
が
破
損
し
た

が
、今
後
、体
育
館
以
外
に

つ
い
て
は
、ど
の
様
に
点
検

調
査
し
て
ゆ
く
の
か
。

・長
期
に
わ
た
り「
ま
ん
で
が

ん
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
」に
維

持
管
理
を
ゆ
だ
ね
る
こ
と

は
い
か
が
な
も
の
か
。

（
町
長
）

　
体
育
館
内
壁
破
損
に
つ

い
て
は
残
念
に
思
っ
て
お

り
、
町
に
説
明
な
し
で
設

計
変
更
が
な
さ
れ
て
い
た

こ
と
に
疑
問
を
持
つ
。

　
今
後
、
議
会
と
協
議
し

な
が
ら
調
査
す
る
。

　
要
求
水
準
書
ど
お
り
業

務
が
実
施
さ
れ
て
い
た
か

ど
う
か
に
つ
い
て
も
検
証

す
る
。

　
契
約
に
つ
い
て
は
調
査

結
果
を
も
と
に
対
処
す
る
。

　
限
ら
れ
た
山
か
ら
持
続
的

に
収
入
を
得
て
ゆ
く
環
境
保

全
型
林
業
が
注
目
さ
れ
て
い

る
が
、わ
が
町
に
導
入
す
る

つ
も
り
は
な
い
の
か
。

（
町
長
）

　
自
伐
林
業
は
労
働
力
、

機
械
等
が
必
要
で
あ
り
、

面
積
が
狭
い
場
合
の
作
業

道
は
、
自
己
所
有
地
だ
け

で
は
難
し
く
地
域
で
の
話

し
合
い
が
必
要
。

　
取
り
組
み
を
進
め
る
た

め
に
、
森
林
組
合
が
中
心

に
な
り
森
林
整
備
を
お
願

い
し
た
い
。

問
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の

今
後
の
対
応
は

問
自
伐
林
業
で

地
域
再
生
を

・山
林
活
用

・中
学
校
問
題

　

建
物
と
し
て
仲
南
支
所
、

町
民
ホ
ー
ル
、農
改
セ
ン

タ
ー
、公
民
館
、小
学
校
、武

道
館
、東
保
育
所
、そ
し
て

新
し
く
出
来
る
幼
保
一
体
化

施
設
、屋
外
施
設
と
し
て
町

民
プ
ー
ル
、サ
ン
ス
ポ
ー
ツ

ラ
ン
ド
、テ
ニ
ス
場
、ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
、駐
車
場
、進
入

路
等
、全
体
的
な
視
野
に

立
っ
て
整
備
計

画
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る

が
、検
討
委
員

会
は
設
置
し
て

い
る
の
か
。

   

（
町
長
）

　
仲
南
支
所
周

辺
の
整
備
計
画

は
、
小
学
校
を

含
め
公
共
施
設

が
隣
接
し
て

い
る
。

　
今
後
、
総
合

的
に
計
画
、
協

議
し
将
来
支
障
の
な
い
よ

う
、
今
ま
で
以
上
に
活
気

あ
ふ
れ
、
町
民
が
利
用
し

や
す
い
場
所
に
す
る
。

　
そ
の
た
め
に
、
仲
南
支

所
整
備
検
討
委
員
会
を
設

置
し
て
い
る
。

白
川  

年
男 

議
員

白
川  

正
樹 

議
員

問
答
仲南支所周辺の有効活用を
仲南支所周辺整備検討委員会を設置

・整備計画
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ひ
ざ
を
交
え
て

　前
回
よ
り
も
っ
と
身
近

な
報
告
会
に
す
る
た
め
に

座
談
会
形
式
に
変
更
し
て

い
ま
す
。

　座
談
会
方
式
で
す
の
で
、

日
ご
ろ
の
議
会
に
対
す
る

ご
意
見
や
町
政
の
こ
と
を

議
員
と
ひ
ざ
を
交
え
て
、話

を
し
ま
せ
ん
か
。

　是
非
、足
を
運
ん
で
く
だ

さ
い
。 議

会
報
告
会
の
開
催
ご
都
合
の
つ
く
会
場
に
　

議
会
だ
よ
り
第
９
号
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

班 議員名 11月 19日（火） 11月 20日（水）
19時～21時 19時～21時

Ａ

大西　　豊
大岡　克三
三好　勝利
白川　年男
田岡　秀俊
髙木　　堅
藤田　昌大
白川　皆男
関　　洋三
川西米希子
川原　茂行
大西　　樹
本屋敷　崇
白川　正樹
合田　正夫

琴南農村環境
改善センター

長炭公民館
（なごみ館）

Ｂ 仲南公民館 四条公民館

Ｃ 神野婦人の家 琴南総合センター

　
認
定
子
ど
も
園
に
じ
い

ろ
は
、「
幼
稚
園
」「
保
育
園
」

「
子
育
て
支
援
」
の
３
つ
の

機
能
を
同
一
施
設
で
提
供
し

て
い
ま
し
た
。

　
子
育
て
サ
ロ
ン
は
、
常
設

で
あ
る
た
め
、
利
用
し
や
す

く
、
自
由
に
集
ま
っ
て
保
護

者
が
交
流
を
深
め
る
こ
と

も
で
き
、
子
育
て
に
関
す
る

悩
み
等
も
相
談
し
や
す
い
環

境
作
り
が
で
き
て
い
る
と
感

じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
在
園
中
の
園
児

の
保
護
者
の
就
労
状
況
な

ど
の
変
化
に
よ
り
利
用
形

態
を
変
更
（
幼
稚
園
と
保

育
所
間
で
異
動
）
す
る
こ

と
が
で
き
る
取
り
組
み
も
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
も
と
に
、
出
産
、

保
育
、
教
育
の
充
実
も
含

め
た
子
育
て
支
援
策
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
風
力
発
電
を
お
こ
な
う

の
に
必
要
な
条
件
は
、

・
十
分
な
風
力

・
高
圧
送
電
線

・
十
分
な
道
幅

・
広
大
な
土
地

な
ど
、
風
力
に
よ
る
発
電

に
は
厳
し
い
条
件
が
あ
り
、

現
時
点
で
は
わ
が
町
で
の
風

力
発
電
は
難
し
い
と
感
じ

ま
し
た
。

教育民生常任委員会視察研修報告
日　時：８月２７日～２９日
場　所：北海道札幌市・苫前町
目　的：「認定子ども園」の先進事例
　　　　自主財源確保のための風力発電

「先進地に学ぶ」
認
定
子
ど
も
園「
に
じ
い
ろ
」

　
　
　
　
　   

を
視
察
し
て

｢

風
力
発
電｣

を

　
　
　
　視
察
し
て

広大な風力発電の様子

前回の報告会の様子

日　時：９月３０日・１０月１日
場　所：シェーンバッハ・サボー（東京）
目　的：議会広報をより読みやすく

伝えることの大切さ

　
全
国
１
７
９
自
治
体
が

加
盟
す
る
全
国
水
源
の
里

協
議
会
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
、
高
知
県
大
豊
町
で

開
催
さ
れ
、
ま
ん
の
う
町

議
会
も
参
加
し
ま
し
た
。

　
一
日
目
は
、
強
風
の
吹
き

す
さ
ぶ
中
、「
ゆ
と
り
す
と

パ
ー
ク
お
お
と
よ
」
の
野
外

ス
テ
ー
ジ
で
全
国
よ
り
約
３

７
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
高
知
県
知
事
な
ど
の
あ

い
さ
つ
の
後
、
基
調
講
演
・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
最
後
に
大

豊
町
長
の
大
会
ア
ピ
ー
ル

で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
二
日
目
は
、
最
新
設
備

で
地
元
産
材
を
製
材
す
る

お
お
と
よ
製
材
㈱
の
工
場

見
学
、
四
国
の
水
瓶
で
あ

る
早
明
浦
ダ
ム
（
貯
水
量

約
３
億
１
千
万
ト
ン
、
満

濃
池
の
約
20
倍
）
の
内
部

点
検
用
ト
ン
ネ
ル
ほ
か
を
視

察
し
ま
し
た
。

　
全
国
に
水
源
の
里
の
重

要
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
活
性

化
を
図
る
事
の
大
切
さ
と

と
も
に
、
今
後
の
さ
ら
な

る
都
市
部
と
山
間
部
の
交

流
・
連
携
の
必
要
性
を
強

く
感
じ
ま
し
た
。

日時：９月２６日・２７日
場所：高知県大豊町（ゆとりすとパークおおとよ、
　　  早明浦ダム他）
目的：全国に水源の里（森林環境）の重要性を発信する。

第 7回全国水源の里シンポジウム
～上流は下流を思い、下流は上流に感謝する～

　
全
国
町
村
議
長
会
主
催

の
広
報
研
修
会
が
開
催
さ

れ
、
全
国
か
ら
約
４
５
０

人
の
広
報
委
員
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
本
議
会
か
ら
は
、
初
め

て
委
員
５
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
一
日
目
は
、
３
人
の
講
師

に
よ
る
全
体
研
修
が
あ
り
、

文
章
の
伝
え
方
、
紙
面
の

作
り
方
、
写
真
の
撮
り
方

の
研
修
が
あ
り
ま
し
た
。

　
二
日
目
は
、
３
つ
の
分

科
会
に
分
か
れ
、
各
々
の

議
会
広
報
の
評
価
を
受
け

ま
し
た
。

 （
本
町
議
会
だ
よ
り
の
評
価
）

・
全
体
に
住
民
が
読
み
や

す
い
紙
面
構
成
に
な
っ

て
い
る
。

・
色
使
い
、写
真
の
使
い
方
、

レ
イ
ア
ウ
ト
が
課
題
。

な
ど
具
体
的
に
指
摘
を
受

け
ま
し
た
。

○
研
修
を
終
え
て

　「
議
会
だ
よ
り
」
は
住
民

と
議
会
を
結
ぶ
最
も
重
要

な
手
段
の
ひ
と
つ
で
す
。
今

後
も
今
回
の
研
修
で
学
ん

だ
点
、
指
摘
を
う
け
た
点

な
ど
を
広
報
作
り
に
活
か

し
、
さ
ら
に
み
な
さ
ま
に
親

し
ま
れ
る
「
ま
ん
の
う
町

議
会
だ
よ
り
」
に
な
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

全国広報研修会に参加

高知県大豊町で開催されたシンポジウム

１日目の全体広報研修の様子
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ひ
ざ
を
交
え
て

　前
回
よ
り
も
っ
と
身
近

な
報
告
会
に
す
る
た
め
に

座
談
会
形
式
に
変
更
し
て

い
ま
す
。

　座
談
会
方
式
で
す
の
で
、

日
ご
ろ
の
議
会
に
対
す
る

ご
意
見
や
町
政
の
こ
と
を

議
員
と
ひ
ざ
を
交
え
て
、話

を
し
ま
せ
ん
か
。

　是
非
、足
を
運
ん
で
く
だ

さ
い
。 議

会
報
告
会
の
開
催
ご
都
合
の
つ
く
会
場
に
　

議
会
だ
よ
り
第
９
号
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

班 議員名 11月 19日（火） 11月 20日（水）
19時～21時 19時～21時

Ａ

大西　　豊
大岡　克三
三好　勝利
白川　年男
田岡　秀俊
髙木　　堅
藤田　昌大
白川　皆男
関　　洋三
川西米希子
川原　茂行
大西　　樹
本屋敷　崇
白川　正樹
合田　正夫

琴南農村環境
改善センター

長炭公民館
（なごみ館）

Ｂ 仲南公民館 四条公民館

Ｃ 神野婦人の家 琴南総合センター

　
認
定
子
ど
も
園
に
じ
い

ろ
は
、「
幼
稚
園
」「
保
育
園
」

「
子
育
て
支
援
」
の
３
つ
の

機
能
を
同
一
施
設
で
提
供
し

て
い
ま
し
た
。

　
子
育
て
サ
ロ
ン
は
、
常
設

で
あ
る
た
め
、
利
用
し
や
す

く
、
自
由
に
集
ま
っ
て
保
護

者
が
交
流
を
深
め
る
こ
と

も
で
き
、
子
育
て
に
関
す
る

悩
み
等
も
相
談
し
や
す
い
環

境
作
り
が
で
き
て
い
る
と
感

じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
在
園
中
の
園
児

の
保
護
者
の
就
労
状
況
な

ど
の
変
化
に
よ
り
利
用
形

態
を
変
更
（
幼
稚
園
と
保

育
所
間
で
異
動
）
す
る
こ

と
が
で
き
る
取
り
組
み
も
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
も
と
に
、
出
産
、

保
育
、
教
育
の
充
実
も
含

め
た
子
育
て
支
援
策
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
風
力
発
電
を
お
こ
な
う

の
に
必
要
な
条
件
は
、

・
十
分
な
風
力

・
高
圧
送
電
線

・
十
分
な
道
幅

・
広
大
な
土
地

な
ど
、
風
力
に
よ
る
発
電

に
は
厳
し
い
条
件
が
あ
り
、

現
時
点
で
は
わ
が
町
で
の
風

力
発
電
は
難
し
い
と
感
じ

ま
し
た
。

教育民生常任委員会視察研修報告
日　時：８月２７日～２９日
場　所：北海道札幌市・苫前町
目　的：「認定子ども園」の先進事例
　　　　自主財源確保のための風力発電

「先進地に学ぶ」
認
定
子
ど
も
園「
に
じ
い
ろ
」

　
　
　
　
　   

を
視
察
し
て

｢

風
力
発
電｣

を

　
　
　
　視
察
し
て

広大な風力発電の様子

前回の報告会の様子

日　時：９月３０日・１０月１日
場　所：シェーンバッハ・サボー（東京）
目　的：議会広報をより読みやすく

伝えることの大切さ

　
全
国
１
７
９
自
治
体
が

加
盟
す
る
全
国
水
源
の
里

協
議
会
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
、
高
知
県
大
豊
町
で

開
催
さ
れ
、
ま
ん
の
う
町

議
会
も
参
加
し
ま
し
た
。

　
一
日
目
は
、
強
風
の
吹
き

す
さ
ぶ
中
、「
ゆ
と
り
す
と

パ
ー
ク
お
お
と
よ
」
の
野
外

ス
テ
ー
ジ
で
全
国
よ
り
約
３

７
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
高
知
県
知
事
な
ど
の
あ

い
さ
つ
の
後
、
基
調
講
演
・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
最
後
に
大

豊
町
長
の
大
会
ア
ピ
ー
ル

で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
二
日
目
は
、
最
新
設
備

で
地
元
産
材
を
製
材
す
る

お
お
と
よ
製
材
㈱
の
工
場

見
学
、
四
国
の
水
瓶
で
あ

る
早
明
浦
ダ
ム
（
貯
水
量

約
３
億
１
千
万
ト
ン
、
満

濃
池
の
約
20
倍
）
の
内
部

点
検
用
ト
ン
ネ
ル
ほ
か
を
視

察
し
ま
し
た
。

　
全
国
に
水
源
の
里
の
重

要
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
活
性

化
を
図
る
事
の
大
切
さ
と

と
も
に
、
今
後
の
さ
ら
な

る
都
市
部
と
山
間
部
の
交

流
・
連
携
の
必
要
性
を
強

く
感
じ
ま
し
た
。

日時：９月２６日・２７日
場所：高知県大豊町（ゆとりすとパークおおとよ、
　　  早明浦ダム他）
目的：全国に水源の里（森林環境）の重要性を発信する。

第 7回全国水源の里シンポジウム
～上流は下流を思い、下流は上流に感謝する～

　
全
国
町
村
議
長
会
主
催

の
広
報
研
修
会
が
開
催
さ

れ
、
全
国
か
ら
約
４
５
０

人
の
広
報
委
員
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
本
議
会
か
ら
は
、
初
め

て
委
員
５
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
一
日
目
は
、
３
人
の
講
師

に
よ
る
全
体
研
修
が
あ
り
、

文
章
の
伝
え
方
、
紙
面
の

作
り
方
、
写
真
の
撮
り
方

の
研
修
が
あ
り
ま
し
た
。

　
二
日
目
は
、
３
つ
の
分

科
会
に
分
か
れ
、
各
々
の

議
会
広
報
の
評
価
を
受
け

ま
し
た
。

 （
本
町
議
会
だ
よ
り
の
評
価
）

・
全
体
に
住
民
が
読
み
や

す
い
紙
面
構
成
に
な
っ

て
い
る
。

・
色
使
い
、写
真
の
使
い
方
、

レ
イ
ア
ウ
ト
が
課
題
。

な
ど
具
体
的
に
指
摘
を
受

け
ま
し
た
。

○
研
修
を
終
え
て

　「
議
会
だ
よ
り
」
は
住
民

と
議
会
を
結
ぶ
最
も
重
要

な
手
段
の
ひ
と
つ
で
す
。
今

後
も
今
回
の
研
修
で
学
ん

だ
点
、
指
摘
を
う
け
た
点

な
ど
を
広
報
作
り
に
活
か

し
、
さ
ら
に
み
な
さ
ま
に
親

し
ま
れ
る
「
ま
ん
の
う
町

議
会
だ
よ
り
」
に
な
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

全国広報研修会に参加

高知県大豊町で開催されたシンポジウム

１日目の全体広報研修の様子
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議
会
報
告
会
・
研
修
報
告



　
ま
ん
の
う
町
に
は
、０
歳

か
ら
就
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者
が
気
楽
に
参

加
で
き
る
７
つ
の
育
児
サ
ー

ク
ル
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
取
材
し
た
の
は
、仲

南
支
所
の
２
階
で
、毎
週
水

曜
日
と
金
曜
日
に
活
動
し

て
い
る
育
児
サ
ー
ク
ル「
た

け
の
こ
」で
す
。

　
こ
の
サ
ー
ク
ル
は
平
成

16
年
に
、子
育
て
に
関
し
、

母
親
同
士
が
情
報
交
換
を

で
き
る
場
所
が
欲
し
い
と
、

努
力
の
結
果
で
き
た
そ
う

で
す
。

　
現
在
は
、15
組
30
人
程
利

用
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
み
ん
な
で
楽
し
く
遊
び

な
が
ら
、お
母
さ
ん
た
ち
も

共
通
の
悩
み
や
情
報
交
換

を
し
て
い
ま
す
。

　
お
母
さ
ん
も
子
ど
も
も

楽
し
そ
う
に
活
動
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
地
域
で
子
育
て
す
る
大

切
さ
を
あ
ら
た
め
て
感
じ

ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
、

参
加
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

（
左
図
参
照
）

議
会
か
ら

こ
ん
に
ち
は

育
児
マ
マ
た
ち
の
交
流

2013.11.1
N
o.9

議
会
だ
よ
り

ま
ん
の
う
町

●この議会だよりは、四国新聞販売株式会社に委託し、町内の全世帯に配布しています。
　配布についてのお問い合わせは、まんのう町議会事務局　TEL.（73）0109まで

　
議
会
だ
よ
り
９
号
が
完

成
し
ま
し
た
。
お
手
元
に

届
く
頃
に
は
、
木
々
の
葉

も
色
づ
き
秋
も 

一
段
と
深

ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　【
議
会
か
ら
こ
ん
に
ち

は
】
シ
リ
ー
ズ
で
町
民
の

皆
さ
ん
の
活
動
と
笑
顔
を

紙
面
に
掲
載
さ
せ
て
頂
い

て
い
ま
す
。
今
回
の
取
材

で
も
子
ど
も
達
の
か
わ
い

い
笑
顔
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。

あ
と
が
き

編
集
委
員

川
西
米
希
子

リサイクル可能な植物油インクを
使用しています。

今
号
の
表
紙

ま
ん
の
う
町
議
会
議
長
　
大
岡
克
三

発
行
責
任
者ま
ん
の
う
町
議
会
広
報
特
別
委
員
会

編
　
集

香
川
県
仲
多
度
郡
ま
ん
の
う
町
吉
野
下
430

住
　
所

0877 -73 -0109
電
　
話
gikai@

tow
n.m

anno.lg.jp
m
ail

良い広報を目指しての編集会議

楽しいおやつの時間

みんなで作った作品

ママと作ったよ

力が入る満中運動会のリレー

空
い
た
公
共
施
設
の
ス
ペ
ー
ス
で

たけのこ

ゆめのたまご

わんぱくキッズ

子育てサロン

子育てサロン

仲南支所

長炭保育所

琴南保育所

神野婦人の家

サークル名 場　所 日　時 問い合わせ

読みきかせサークル
ブロッサム

高篠ふれあい
センター

毎週水･金曜日
10:00～11:30

仲南支所
☎77－2111

代表者連絡先
☎75－4868

子育て支援センター
☎79－2099
琴南保育所
☎85－2657
社会福祉協議会
☎77－2991
社会福祉協議会
☎77－2991

代表者連絡先
☎090-7784－1237毎月1回（未定）

毎月第 1月曜日
10:00 ～ 12:00

毎週火･木曜日
10:00 ～ 12:00

毎週水曜日
10:00 ～ 14:00

毎週金曜日
10:00 ～ 14:00

毎月第 3水曜日
10:00 ～ 12:00
（4･8･11･3 月は除く）

満濃農改
センター

満濃農改
センター

すくすく
ママの集い

No.3

　
今
号
の
表
紙
は「
力
を

あ
わ
せ
て
」の
題
名
ど
お

り
、運
動
会
で
力
い
っ
ぱ

い
綱
を
引
く
子
ど
も
た
ち

の
様
子
で
す
。

　
今
年
は
、３
ヶ
所
で
秋

季
運
動
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。琴
南
地
区
は
、

保
・
小
・
中
学
校
お
よ
び

地
域
が
ひ
と
つ
で
行
っ
た

初
の
運
動
会
で
し
た
。

　
子
ど
も
達
の
声
は
、地

域
の
元
気
だ
と
お
も
え
る

良
い
運
動
会
で
し
た
。

　
ま
た
、11
Ｐ
に
は
仲
南

保
育
所
、左
に
は
、満
濃

中
学
校
の
様
子
を
掲
載

し
ま
し
た
。


